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↓耳
語最
結古
主の
虫刑

日さ
史

？安

序第
一
章
中
国
法
制
史
研
究
着
手
に
い
た
る
過
程

一
明
治
法
律
学
校
と
田
能
村
ー
ー
そ
の
「
法
」
へ
の
関
わ
り

二
中
国
法
制
史
研
究
促
進
の
提
唱
と
実
践

第
二
章
「
世
界
最
古
の
刑
法
」
の
分
析

一
中
国
法
制
史
研
究
の
目
的
と
方
法

－
研
究
の
目
的
｜
｜
法
学
者
に
よ
る
中
国
法
制
史
研
究
の
必
要
性

そ
の
方
法
論
・
史
料
論

2 

『世界最古の刑法J 小考

序

中

島

子

矢口

二
特
色

1

西
洋
の
中
国
研
究
と
の
比
較

2

西
洋
刑
法
学
に
よ
る
分
析

3

「
世
界
法
制
史
」
と
の
比
較

四
他
の
学
者
の
影
響
｜
｜
回
能
村
と
岡
田
朝
太
郎

五
社
会
的
背
景
と
意
義

結

明
治
三
七
（
一
九
O
四
）
年
に
田
能
村
梅
士
な
る
人
物
に
よ
っ
て
記
さ
れ
有
斐
聞
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
と
い

う
書
が
あ
る
。
同
書
は
、
主
に
「
尚
書
」
を
基
本
資
料
と
し
、
蓮
野
徳
林
『
無
刑
録
』
な
ど
を
参
考
に
し
つ
つ
、
中
国
古
代
、
こ
と

479 
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に
嘉
代
及
び
舜
代
に
お
け
る
法
体
系
を
論
じ
た
一
大
著
述
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
著
者
で
あ
る
田
能
村
梅
士
を
、
日
本
の

中
国
法
制
史
研
究
に
お
け
る
代
表
的
な
研
究
者
の
ひ
と
り
と
し
て
挙
げ
る
者
は
、
現
在
い
な
い
。

田
能
村
に
よ
る
中
国
法
制
史
研
究
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
学
術
的
な
著
作
と
し
て
は
難
点
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し

か
し
、
こ
れ
を
具
体
的
に
検
討
す
る
と
、
田
能
村
に
よ
る
発
想
の
、
様
々
な
独
自
性
が
表
象
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、

西
洋
法
概
念
に
よ
る
中
国
律
令
法
の
分
析
や
、
日
清
戦
争
後
の
清
韓
経
営
を
強
く
意
識
し
た
記
述
が
あ
る
な
ど
、
明
治
中
期
以
降
の

我
が
国
の
思
想
状
況
や
、
同
書
が
成
立
し
た
当
時
の
国
家
的
・
社
会
的
背
景
を
伝
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

480 

田
能
村
が
中
国
法
制
史
に
関
心
を
抱
き
、
そ
の
研
究
に
着
手
し
た
時
期
に
、
我
が
国
に
お
い
て
中
国
法
制
史
の
研
究
を
進
め
て
い

た
の
は
、
彼
一
人
で
は
な
か
っ
た
。
従
来
の
、
所
謂
律
令
学
の
ほ
か
、
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
、
浅

井
虎
夫
『
支
那
法
制
史
』
（
博
文
館
、
一
九O
四
）
や
、
広
池
千
九
郎
『
東
洋
法
制
史
序
論
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
O
五
）
、
東

川
徳
治
『
支
那
法
制
史
研
究
』
（
有
斐
閣
、
一
九
一
二
）
な
ど
を
、
当
時
の
中
国
法
制
史
研
究
の
代
表
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
彼
等
は
、
田
能
村
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
文
科
の
諸
也
、
則
ち
文
学
部
史
学
科
に
て
律
令
法
を
学
び
、
か
っ
、
学
術

研
究
者
と
し
て
そ
の
生
涯
を
送
っ
た
人
々
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
田
能
村
は
明
治
法
律
学
校
で
学
ん
だ
法
律
の
知
識
を
基
礎
と

し
た
研
究
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
研
究
の
目
的
と
方
法
は
、
浅
井
ら
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
性
格
を
有
し
て
い
た
。
田
能
村
の
業
績

は
、
祖
父
の
田
能
村
如
仙
か
ら
受
け
継
い
だ
幅
広
い
漢
学
の
素
養
と
、
明
治
法
律
学
校
で
修
得
し
た
近
代
法
学
的
素
養
と
が
結
び
つ

い
て
お
り
、
上
記
の
研
究
者
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
相
当
に
異
色
の
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
が
故
に
、

以
下
で
詳
述
す
る
と
お
り
、
彼
は
中
国
法
を
、
当
時
の
分
野
専
門
的
な
学
者
に
は
な
い
、
独
自
の
視
点
を
も
っ
て
分
析
で
き
た
と
い

え
る
の
で
あ
る
。



第
一
章

中
国
法
制
史
研
究
着
手
に
い
た
る
過
程

明
治
法
律
学
校
と
田
能
村
ー
ー
そ
の
「
法
」
へ
の
関
わ
り

田
能
村
（
田
能
郁
）
梅
士
（
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
1

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
）
は
、
本
名
を
考
靖
（
梅
士
は
通
称
）
、
号
を
秋
皐

(2
) 

と
い
っ
た
。
明
治
元
年
、
大
分
県
直
入
郡
に
生
を
受
け
、
明
治
一
九
年
、
一
九
歳
の
時
に
上
京
、
明
治
法
律
学
校
に
入
学
し
た
。

田
能
村
の
学
生
時
代
の
生
活
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
卒
業
時
の
成
績
が
残
っ
て
い
る
ほ
か
、
成
績
優
秀
で
二
級
特
進
と
な
っ
た
こ
と
、

(3
) 

明
治
法
律
学
校
が
発
刊
し
て
い
た
雑
誌
『
明
法
雑
誌
』
に
二
本
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
以
外
の
事
実
は
見
出
せ
ず
、
具
体
的
に

こ
れ
を
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
田
能
村
が
在
籍
し
て
い
た
三
年
間
、
す
な
わ
ち
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
か
ら

二
二
年
は
、
社
会
自
体
が
諸
般
に
わ
た
っ
て
扇
揺
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
民
法
典
論
争
が
着
火
す
る
素
地
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
法
・

フ
ラ
ン
ス
法
の
学
派
的
争
い
が
顕
著
に
現
れ
て
き
た
時
期
で
あ
り
、
ま
た
、
明
治
二

O
年
に
始
ま
る
三
大
事
件
建
白
運
動
を
は
じ
め

(4
) 

と
し
て
、
議
会
開
設
に
向
け
て
の
政
治
活
動
が
活
発
な
時
期
で
も
あ
っ
た
。
明
治
法
律
学
校
に
限
っ
て
も
、
光
明
寺
三
郎
な
ど
、
こ

(5
) 

れ
ら
の
運
動
に
奔
走
す
る
講
師
や
学
生
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
に
在
学
し
て
い
た
田
能
村
に
も
、
大
な
り
小
な
り
時
代
の

(6
) 

影
響
が
及
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
田
能
村
が
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
抱
き
続
け
た
反
骨
精
神
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
こ
の

時
期
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

『世界最古の刑法』小考

田
能
村
が
在
籍
中
の
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
、
明
治
法
律
学
校
で
は
、
刑
法
を
宮
城
浩
蔵
、
治
罪
法
を
井
上
正
一
、
法
学
通

(7
) 

論
・
商
法
を
岸
本
辰
雄
が
、
証
拠
法
・
民
事
会
社
法
・
賃
借
法
・
保
証
法
を
矢
代
操
が
担
当
し
て
い
る
。
田
能
村
は
、
岸
本
ら
明
治

法
律
学
校
の
創
設
に
関
わ
っ
た
法
学
者
た
ち
の
講
義
を
聴
き
、
彼
等
の
西
洋
法
学
を
吸
収
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

の
岸
本
辰
雄
の
下
に
あ
っ
た
明
治
法
律
学
校
に
お
い
て
、
西
洋
法
を
学
ん
だ
こ
と
は
、
田
能
村
自
身
の
そ
の
後
の
思
想
を
決
定
づ
け

481 



て
い
る
。
卒
業
後
、
多
方
面
で
活
躍
し
た
回
能
村
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
思
想
の
基
調
に
常
に
あ
っ
た
の
は
「
法
」

482 
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と
い
う
存
在
で
あ
っ
た
。

ま
た
同
時
に
田
能
村
は
、
法
学
を
学
ん
で
ゆ
く
過
程
で
、
あ
る
べ
き
法
、
あ
る
い
は
あ
る
べ
き
法
学
者
と
い
う
、

一
種
の
理
想
像

を
形
成
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
後
年
の
田
能
村
の
著
述
に
歴
然
と
し
て
現
れ
て
く
る
。
田
能
村
は
常
に
、
自
ら

の
も
て
る
理
想
像
に
基
づ
い
て
、
当
時
の
法
学
者
た
ち
が
時
代
の
要
請
す
る
自
ら
の
「
役
割
」
に
気
づ
く
こ
と
の
な
い
「
怠
慢
」
ぶ

り
を
非
難
し
た
の
で
あ
る
。

明
治
法
律
学
校
卒
業
後
、
田
能
村
は
、
明
治
法
律
学
校
（
及
び
の
ち
の
明
治
大
学
）
内
で
の
雑
誌
発
行
、
及
び
校
友
会
と
呼
ば
れ

(8
) 

た
同
窓
会
を
中
心
と
し
た
一
連
の
事
業
に
関
わ
り
つ
つ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
『
東
京
朝
日
新
聞
』
や
「
東
海

（9
）
（
叩
）

の
記
者
を
勤
め
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
に
読
売
新
聞
社
に
、
同
四
O
年
に
は
日
本
新
聞
社
に
入
社
し
、
没
年
ま
で
在

新
報
』

籍
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
活
動
の
場
を
有
し
て
い
た
田
能
村
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
彼
は
、
そ
の
活
動
の

場
で
あ
っ
た
雑
誌
及
び
新
聞
媒
体
全
て
に
、
中
国
法
制
史
関
連
の
著
作
を
発
表
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
『
世
界
最
古
の
刑
法
」

（
日
）

の
続
編
を
著
す
る
予
定
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
大
学
内
の
様
々
な
業
務
に
加
え
て
、
読
売
新
聞
社
で
の
業
務
が
多
忙
を

（
ロ
）

極
め
、
研
究
を
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
き
も
、
「
憾
み
を
呑
ん
で
こ
れ
を
中
止
し
」
た
と
あ
る
こ
と
を
併
せ
考
え
れ
ば
、
田

能
村
に
と
っ
て
中
国
法
制
史
研
究
は
、
単
な
る
研
究
上
の
一
対
象
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
、
な
に
よ
り
も
重
ん
じ
る
べ
き
存
在
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
田
能
村
に
と
っ
て
中
国
法
制
史
研
究
と
は
、
終
生
深
く
関
わ
り
、
ま
た
そ
れ
が
故
に
彼
自
身
を
、
そ
し
て
彼
を

取
り
巻
い
た
近
代
期
日
本
の
国
家
的
・
社
会
的
状
況
を
表
象
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

中
国
法
制
史
研
究
促
進
の
提
唱
と
実
践



明
治
法
律
学
校
に
お
い
て
西
洋
法
を
学
ん
だ
田
能
村
が
、
中
国
法
制
史
と
い
う
学
問
に
初
め
て
言
及
し
た
の
は
、
「
清
国
法
律
改

一
九
O

二
）
と
い
う
論
説
で
あ
っ
た
。
こ
の
記
事
を
執
筆
し
た
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
当
時
の
清

定
の
急
要
」
（
『
明
治
法
学
』
三
五
、

の
混
乱
で
あ
っ
た
。

当
時
の
清
は
、
当
該
論
文
で
田
能
村
が
指
摘
す
る
通
り
、
日
清
戦
争
や
続
く
変
法
自
強
運
動
な
ど
に
よ
り
混
乱
期
に
あ
っ
た
と
い

え
る
。
田
能
村
は
、
こ
の
混
乱
を
収
め
て
新
体
制
を
打
ち
立
て
る
た
め
に
は
、
「
国
家
の
神
経
」
た
る
法
典
を
「
改
定
」
す
る
、
す

な
わ
ち
、
中
国
律
令
法
を
、
近
代
法
に
沿
っ
た
形
に
編
纂
し
直
す
こ
と
が
「
現
今
緊
急
な
る
当
務
の
乙
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い

る
。
そ
し
て
そ
の
際
に
は
、
無
批
判
的
に
西
洋
法
を
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、
「
今
日
の
清
律
と
泰
西
法
理
と
を
調
和
し
て
、
過
渡

時
代
の
清
国
に
施
す
」
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
広
く
泰
西
と
支
那
と
双
方
の
法
制
法
理
に
渉
れ
る
」
日
本
法
学
者
こ
そ
が
、
そ

（
日
）

の
指
導
者
と
し
て
適
当
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

清
が
、
立
法
問
題
も
含
め
た
自
ら
の
近
代
化
を
意
識
し
、
日
本
の
近
代
化
に
習
う
べ
く
、
岡
田
朝
太
郎
ほ
か
日
本
の
法
学
者
を
招

聴
し
、
法
典
編
纂
事
業
の
中
核
組
織
と
し
て
修
訂
法
律
館
を
、
そ
し
て
法
律
学
教
育
機
関
と
し
て
法
律
学
堂
を
開
設
し
た
の
は
、
明

(M
) 

治
三
七
（
一
九
O
四
）
年
よ
り
三
八
年
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
明
治
三
五
年
の
こ
の
回
能
村
の
主
張
は
、
時
代
を
先
取
り

し
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

『世界最古の刑法』小考

し
か
し
田
能
村
の
指
摘
通
り
、
西
洋
法
に
盲
目
的
に
追
従
し
て
い
る
当
時
の
日
本
に
お
い
て
、
中
国
法
制
史
及
び
中
国
律
令
法
と

い
う
学
聞
が
法
学
者
に
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
田
能
村
は
、
日
本
の
法
律
専
門
家
達
が
、
こ
れ
ら
の

学
問
を
考
究
し
、
ひ
い
て
は
清
の
法
典
改
正
に
助
力
す
る
と
い
う
重
役
を
担
う
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
批
判
的
に
法
学

（
日
）

を
西
洋
法
研
究
と
同
一
視
し
、
中
国
律
令
法
を
「
学
術
上
半
文
の
価
値
無
し
と
し
て
」
放
置
す
る
状
況
に
、
「
日
本
の
法
学
者
は
大

（
日
）

に
其
の
研
究
に
尽
捧
せ
き
る
可
か
ら
さ
る
は
、
予
輩
の
峡
々
を
挨
さ
る
も
の
あ
り
」
と
苦
言
を
呈
し
て
い
る
。
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こ
の
時
点
で
は
、
中
国
律
令
法
に
研
究
の
関
心
を
向
け
る
法
学
者
が
見
あ
た
ら
な
い
と
慨
嘆
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
回
能
村
は
、

同
論
説
の
発
表
後
、
単
な
る
論
評
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
国
法
制
史
の
研
究
に
自
ら
着
手
す
る
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、

484 

ハ
ン
ム

ラ
ビ
法
典
の
発
見
で
あ
っ
た
。

明
治
三
五
（
一
九
O

二
）
年
に
発
見
さ
れ
た
ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
典
は
、
発
見
の
報
と
同
時
に
、
「
世
界
最
古
の
法
典
と
し
て
」
「
非
常

（
口
）

に
余
人
の
注
意
を
惹
」
い
た
。
従
来
は
「
所
謂
モ
l

ゼ
の
法
律
な
る
も
の
は
、
古
代
法
律
中
の
最
古
の
も
の
」
で
あ
っ
た
が
、
ハ
ン

ム
ラ
ビ
法
典
は
そ
れ
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
、
「
其
の
古
き
事
、
シ
ナ
イ
山
上
の
十
戒
も
透
か
に
及
ぶ
能
は
ざ
る
」
法
典

と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
発
見
さ
れ
た
明
治
三
五
年
中
に
は
、
田
能
村
が
編
集
主
任
と
な
っ
て
い
た
『
明
治
法
学
』
誌
上
に
、

（
国
）

ラ
ピ
法
典
を
主
題
と
し
た
岡
田
朝
太
郎
の
「
世
界
最
古
の
法
典
」
と
い
う
講
演
が
早
速
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
岡
田
は
西
洋
の
学
者

ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
典
が
世
界
最
古
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
疑
義
を
差
し
挟
ん
で
は
い
な
い
。

ハ
ン
ム

の
論
説
に
従
い
、

し
か
し
田
能
村
は
、
そ
の
翌
年
『
明
治
法
学
』

五
八
に
掲
載
さ
れ
た
ハ
ン
ム
ラ
ピ
法
典
発
見
の
葉
報
に
、
「
更
に
同
時
代
の
法
典

あ
り
」
（
一
九O
三
）
と
い
う
短
い
コ
ラ
ム
を
付
し
、
「
（
舜
が
）
皐
陶
に
命
じ
て
刑
法
を
制
定
し
た
」
こ
と
が
中
国
律
令
法
の
起
源
で

あ
り
、
そ
れ
は
「
舜
の
摂
政
後
第
三
年
に
在
」
る
か
ら
、
「
西
暦
紀
元
前
二
十
三
世
紀
な
り
し
こ
と
は
、
明
確
に
し
て
些
の
疑
を
容

れ
」
な
い
と
断
定
し
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、
中
国
律
令
法
の
古
さ
は
ハ
ン
ム
ラ
ピ
法
典
に
及
ぶ
か
そ
れ
以
上
で
あ
る
か
ら
、
中
国
律

令
法
（
田
能
村
の
い
う
「
皐
陶
の
刑
法
」
）
こ
そ
が
世
界
最
古
の
法
典
で
あ
り
、
ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
典
を
「
世
界
最
古
の
法
典
」
と
称
す

（
四
）

る
の
は
、
全
く
の
過
ち
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
田
能
村
の
主
張
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
誤
解
は
中
国
律
令
法
の
な
ん
た

（
却
）

る
か
を
知
ろ
う
と
も
し
な
い
世
の
法
学
者
の
「
怠
慢
」
ゆ
え
に
生
じ
て
い
る
、
と
論
難
し
た
の
で
あ
る
。

（
幻
）

ハ
ン
ム
ラ
ピ
法
典
発
見
の
報
に
対
す
る
一
連
の
社
会
、
こ
と
に
法
学
者
の
反
応
は
、
日
本
の
法
学
者
が
、

す
な
わ
ち
、
田
能
村
は
、

中
国
法
制
史
（
中
国
律
令
法
）
を
研
究
対
象
と
し
て
一
瞥
す
ら
し
な
い
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
ご
く
基
本
的
な
知
識
す
ら
な
い
と
い



う
事
実
を
示
し
て
い
る
と
断
じ
た
の
で
あ
る
。

ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
典
の
一
件
よ
り
田
能
村
は
、
日
本
法
学
者
へ
の
批
判
を
軸
と
し
て
、
中
国
法
制
史
研
究
促
進
を
訴
え
、
ま
た
自
ら

も
本
研
究
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
、
田
能
村
に
よ
る
中
国
法
制
史
研
究
の
流
れ
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
に
は
「
舜
帝

一
九
O
三
）
な
ど
の
中
国
法
制
史
研
究
そ
の
も
の
に
言
及
し
た
記
述
と
、
も
う
一

（
詑
）

つ
に
は
前
掲
「
清
国
法
律
改
定
の
急
要
」
な
ど
の
中
国
法
制
史
研
究
促
進
を
訴
え
る
、
い
わ
ば
社
説
的
記
事
で
あ
る
。
両
者
と
も
、

（
お
）

明
治
三
七
（
一
九
O

四
）
年
ま
で
に
書
か
れ
た
記
事
は
全
て
、
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
世
界
最
古

ノ
刑
法
ニ
於
ル
刑
ノ
発
達
」
（
『
明
治
法
学
』
六
二
、

の
刑
法
」
を
出
版
し
た
後
は
、
専
門
研
究
的
な
論
述
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
ず
、
あ
く
ま
で
明
治
三
七
年
ま
で
の
研
究
の
蓄
積
を

(M
) 

コ
ラ
ム
的
著
作
と
し
て
発
表
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

中
国
法
制
史
研
究
の
担
い
手
を
日
本
の
法
律
家
に
求
め
る
田
能
村
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
主
張
の
背
景
に
は
、
当
時
の
日
本
を
め

ぐ
る
東
ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢
が
色
濃
く
影
響
し
て
い
る
。
そ
の
点
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
以
上
述
べ
て
き
た
田
能
村
の
中
国
法

制
史
研
究
の
集
大
成
で
あ
る
『
世
界
最
古
の
刑
法
』

の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

『世界最古の刑法』小考

第
二
章

『
世
界
最
古
の
刑
法
』
の
分
析

明
治
三
七
（
一
九

O

四
）
年
、
田
能
村
は
『
世
界
最
古
の
刑
法
」
（
有
斐
閣
書
房
、
一
九
O
四
）
と
い
う
著
書
を
上
梓
し
た
。
本
書

（
お
）

は
、
彼
が
、
「
数
年
以
降
、
殆
ト
専
門
ニ
支
那
法
制
史
ノ
研
究
ニ
励
精
シ
タ
」
成
果
を
結
実
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
穂
積
陳
重
、
岡

田
朝
太
郎
、
鵜
津
聡
明
、
岸
本
辰
雄
と
い
っ
た
当
代
の
名
だ
た
る
法
学
者
ら
が
本
文
を
校
閲
し
た
上
で
、
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。
の

（
部
）

ち
に
、
本
書
の
出
版
に
つ
い
て
駐
日
公
使
で
あ
っ
た
楊
枢
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
同
書
は
、
当
時
明
治
大
学
講
師
を
兼
任

485 



よ
し
ず
み
（
幻
）

し
て
い
た
東
京
外
国
語
学
校
講
師
、
吉
田
義
静
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
さ
れ
、
そ
の
訳
本
が
フ
ラ
ン
ス
に
て
出
版
さ
れ
た
よ
う

（
却
）

で
あ
る
。
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中
国
法
制
史
研
究
の
目
的
と
方
法

研
究
の
目
的
｜
｜
法
学
者
に
よ
る
中
国
法
制
史
研
究
の
必
要
性

「
世
界
最
古
の
刑
法
』
緒
論
第
一
章
「
支
那
法
制
史
研
究
の
必
要
性
」
に
お
い
て
田
能
村
は
、
「
自
家
ノ
系
譜
ヲ
研
究
ス
ル
ハ
自
家

ノ
責
任
」
で
あ
る
と
し
、
改
め
て
日
本
人
に
よ
る
中
国
法
制
史
研
究
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

田
能
村
が
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
「
日
本
人
」
に
よ
る
、
こ
と
に
「
日
本
の
法
学
者
に
よ
る
」
法
制
史
研
究
で
あ
っ
た
。
当
時
の
中

国
法
制
史
研
究
が
、
律
令
学
を
基
盤
と
し
て
、
文
学
部
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
状
況
に
、
田
能
村
は
強
く
反
発
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
中
国
法
制
史
の
研
究
」
（
「
明
治
学
報
』
一
一
一
、
一
九O
七
）
に
更
に
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
臼
く
、

「
文
科
の
諸
公
の
才
学
に
対
し
深
甚
の
敬
意
を
表
す
る
も
餅
は
餅
屋
に
挑
へ
ざ
る
べ
か
ら
ず
法
制
の
こ
と
は
諸
公
が
門
外
の
事
」
で

あ
っ
て
、
「
法
学
の
素
養
無
き
文
学
者
の
法
制
史
研
究
は
我
情
多
く
の
信
用
を
払
う
能
は
」
ざ
る
も
の
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
の
で

あ
る
。す

な
わ
ち
、
田
能
村
に
と
っ
て
は
、
中
国
法
制
史
研
究
は
、
そ
の
主
題
が
法
律
の
こ
と
で
あ
る
以
上
は
、
文
科
で
は
な
く
、
法
科

に
て
進
め
る
べ
き
学
問
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
田
能
村
は
、
中
国
法
制
史
研
究
を
担
う
べ
き
法
科
が
、
そ
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
な
い
点
を
問
題
視
し
た
。
す
な

わ
ち
、
中
国
法
制
史
研
究
は
法
学
者
が
主
体
と
な
っ
て
法
科
大
学
に
お
い
て
研
究
を
行
う
べ
き
で
あ
る
の
に
、
彼
等
は
「
之
を
文
科

に
委
す
る
」
ま
ま
に
し
、
「
曾
て
其
事
を
奨
励
せ
ず
扶
手
し
て
黙
座
し
て
」
研
究
者
が
突
然
出
て
き
て
く
れ
る
こ
と
を
待
っ
て
い
る

（
却
）

の
は
、
「
余
り
に
虫
の
好
き
話
に
非
ず
や
否
な
余
り
に
冷
淡
な
る
処
置
に
非
ず
や
」
と
、
田
能
村
は
手
厳
し
く
批
判
し
た
の
で
あ
る
。



日
本
の
法
学
者
が
果
た
す
べ
き
義
務
を
果
た
さ
な
い
現
状
を
み
て
と
っ
た
田
能
村
は
、
日
本
の
法
学
者
が
誰
も
手
を
着
け
な
い
本

研
究
に
つ
い
て
、
法
学
の
素
地
が
あ
る
自
ら
が
之
を
試
み
、
先
駆
者
と
成
ら
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

2 

そ
の
方
法
論
・
史
料
論

『
世
界
最
古
の
刑
法
」
は
、
『
尚
書
』
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
注
釈
書
で
あ
る
『
尚
書
今
古
文
注
疏
』
や
『
尚
書
後
案
』
な
ど
の
ほ
か
、

『
周
礼
』
、
『
国
語
』
、
『
孔
子
家
語
』
、
『
史
記
』
、
『
大
学
術
義
補
』
、
な
ど
の
古
典
及
び
、
同
じ
く
中
国
律
令
法
を
研
究
し
た
麓
野
徳
林

そ
う
げ
ん
（
却
）

『
無
刑
録
』
や
荻
生
但
徳
『
明
律
国
字
解
」
な
ど
、
豊
富
な
漢
籍
を
そ
の
基
礎
的
史
料
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
鈴
木
宗
言
が
田
能

（
担
）

村
と
の
論
争
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
田
能
村
の
方
法
論
に
は
致
命
的
な
弱
点
が
あ
っ
た
。

「
夫
れ
『
周
櫨
』
は
後
人
の
周
官
を
基
礎
と
し
て
偽
撰
せ
る
に
過
ぎ
ず
と
は
、
有
も
眼
識
を
有
す
る
漢
儒
多
数
の
鉄
案
に
し
て
、
今
更
之

を
争
は
ん
と
す
る
も
の
無
き
所
（
中
略
）
然
る
に
（
田
能
村
）
先
生
一
人
断
じ
て
云
ふ
、
（
周
櫨
の
一
書
は
支
那
に
所
謂
経
典
の
一
に
し
て
）

（
担
）

何
人
も
之
れ
を
信
ぜ
ざ
る
も
の
な
か
る
べ
し
と
、
是
れ
先
儒
を
－
誕
る
も
の
な
り
」
（
鈴
木
宗
言
「
支
那
監
獄
の
起
源
を
読
み
て
」
（
『
法
学
協

会
雑
誌
』
二
二
、
一
九
O
四
、
括
弧
内
筆
者
）

『世界最古の刑法J 小考

こ
の
よ
う
に
鈴
木
は
、
田
能
村
が
『
周
礼
」
を
、
史
実
を
記
載
し
た
書
と
し
て
論
拠
と
し
て
い
る
点
を
問
題
視
し
、
田
能
村
に
中

国
法
制
史
研
究
の
極
め
て
基
礎
的
か
つ
前
提
的
知
識
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

『
世
界
最
古
の
刑
法
』
に
お
い
て
も
、
そ
の
弱
点
は
現
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
田
能
村
は
『
尚
書
」
を
同
時
代
に
記
述
さ
れ
た
と

（
犯
）
（
剖
）

こ
ろ
の
正
史
と
断
定
し
、
『
尚
書
』
の
偽
古
文
・
真
古
文
の
別
に
注
意
を
払
う
こ
と
も
な
く
、
『
孔
子
家
語
』
を
「
端
ナ
ク
本
間
ノ
断

（
部
）

定
ヲ
助
ク
ヘ
キ
一
資
料
ヲ
得
タ
リ
」
と
し
て
そ
の
史
料
性
に
な
ん
ら
疑
問
を
抱
か
な
い
な
ど
、
律
令
学
に
お
い
て
は
既
に
立
証
さ
れ
、

史
学
者
の
中
で
は
当
然
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
史
料
研
究
に
目
を
向
け
る
こ
と
な
く
、
か
つ
自
ら
も
質
量
共
に
充
分
な
史
料
批
判
を
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尽
く
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
田
能
村
の
研
究
は
、
実
証
主
義
的
観
点
か
ら
見
れ
ば
問
題
点
の
多
い
著
作
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ

に
加
え
て
、
論
理
的
な
飛
躍
も
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
学
問
的
な
深
み
と
い
う
よ
り
も
、
博
学
な
知
識
の
広
が
り
を
顕

示
し
よ
う
と
の
意
図
も
、
感
じ
ら
れ
な
く
は
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

特

色

『
世
界
最
古
の
刑
法
』
は
、
緒
論
で
中
国
法
制
史
の
研
究
の
必
要
性
と
本
書
の
目
的
を
、
第
一
編
で
「
嘉
舜
以
前
ノ
刑
法
」
と
し

て
中
国
古
代
の
刑
法
を
、
第
二
編
で
「
嘉
舜
ノ
刑
法
」
と
し
て
嘉
・
舜
代
の
刑
法
を
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
同
書
の
多
く
を
第
二
編

「
尭
舜
ノ
刑
法
」
、
す
な
わ
ち
「
支
那
刑
法
史
ノ
第
一
期
」
で
あ
る
舜
代
の
皐
陶
の
刑
法
（
と
田
能
村
が
断
じ
た
と
こ
ろ
の
『
尚
書
』
の

（
部
）

記
載
）
の
分
析
に
費
や
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
的
な
特
色
と
し
て
は
、
以
下
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
先
に
述
べ
た
よ
う

に
田
能
村
は
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
を
著
す
に
あ
た
り
豊
富
な
漢
籍
を
引
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
漢
籍
の
み
に
拠
る
の
で
は
な
く
、

西
洋
の
中
国
研
究
を
も
引
用
し
比
較
検
討
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
西
洋
刑
法
学
の
概
念
を
用
い
て
、
『
尚
書
』
に
現
れ
る
「
法
」

の
分
析
を
試
み
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
世
界
の
古
法
と
中
国
律
令
法
と
の
比
較
を
し
つ
つ
論
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
後
述
す
る

よ
う
に
田
能
村
は
、
こ
れ
ら
の
分
析
を
通
じ
て
舜
の
命
に
よ
っ
て
皐
陶
が
制
定
し
た
法
が
、
如
何
に
優
れ
た
法
制
度
で
あ
っ
た
か
と

い
う
点
を
繰
り
返
し
論
じ
、
「
世
界
最
古
の
刑
法
』
最
後
の
節
で
あ
る
第
七
章
第
二
節
「
支
那
最
後
の
法
官
（
皐
陶
伝
）
」
に
お
い
て

は
、
「
活
ケ
ル
支
那
刑
法
」
で
あ
り
、
「
司
法
官
ノ
始
祖
タ
ル
名
誉
ヲ
有
ス
ル
」
皐
陶
と
い
う
人
物
に
対
す
る
き
わ
め
て
深
い
敬
意
を

（
訂
）

表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



西
洋
の
中
国
研
究
と
の
比
較

田
能
村
は
、
中
国
法
制
史
（
律
令
）
研
究
が
従
来
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
漢
籍
の
み
を
そ
の
根
拠
と
す
る
の
で
は
な
く
、
西
洋

に
お
け
る
中
国
研
究
を
参
照
し
つ
つ
研
究
を
進
め
て
い
る
。
田
能
村
は
「
清
韓
研
究
」
（
『
明
治
法
学
』
七
二
、一九
O
四
）
の
中
で
、

「
仏
人
ラ
ク
l

ペ
リ
ー
や
、
英
人
レ
ッ
グ
や
、
露
人
ワ
シ
イ
ル
ス
キ
ー
や
、
堂
々
た
る
支
那
学
者
の
多
き
、
吾
人
の
知
る
と
こ
ろ
の

み
を
以
て
す
る
も
、
亦
頗
る
多
数
た
り
。
」
と
し
て
、
西
洋
に
は
多
く
の
「
支
那
学
者
」
が
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は

「
世
界
最
古
の
刑
法
』
研
究
中
に
識
得
し
た
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

『
世
界
最
古
の
刑
法
』
に
お
い
て
、
「
頗
る
多
数
」
の
研
究
者
か
ら
田
能
村
が
分
析
の
材
料
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、
ジ
ェ
l

ム
ズ
・

（
犯
）
（
却
）

レ
ッ
グ
及
び
ピ
エ
1

ル
・
ラ
フ
ィ
ッ
ト
の
二
人
で
あ
っ
た
。

（
却
）

田
能
村
は
舜
の
時
代
に
お
け
る
成
文
法
の
存
否
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
「
尚
書
』
嘉
典
の
「
欽
哉
欽
哉
、
惟
刑
之
岨
哉
」
の
字

義
の
解
釈
を
問
題
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
日
本
及
び
中
国
で
出
さ
れ
た
先
行
研
究
を
参
照
す
る
の
で
は
な
く
、
レ
ッ
グ
の

（
但
）

E

同
，F
。
（U
Eロ
2
0
0
8
包
九
〈
。
戸
ω
の
解
釈
（
則
ち
、
「
欽
哉
欽
哉
」
の
一
句
は
、
舜
の
自
戒
の
言
葉
で
あ
る
）
を
参
照
・
批
判
し
た
上

で
、
こ
の
一
旬
は
法
を
執
行
す
る
官
吏
に
対
す
る
警
告
で
あ
る
と
し
、
舜
代
に
既
に
成
文
法
が
存
在
し
た
と
い
う
、
自
説
の
補
強
に

（
位
）

こ
れ
を
用
い
る
の
で
あ
る
。

『世界最古の刑法J 小考

田
能
村
は
、
外
国
の
研
究
ば
か
り
で
は
な
く
、
国
内
の
研
究
も
参
照
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
に
は
、
特
に

力
の
入
っ
た
序
を
送
っ
た
穂
積
陳
重
の
論
考
を
参
照
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
点
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
「
支
那
法
系
」
と
い
う

用
語
自
体
が
、
穂
積
の
「
支
那
法
族
」
の
語
と
重
な
る
し
、
第
五
章
刑
罰
第
一
節
「
刑
の
発
達
」
の
六
「
復
讐
」
は
、
穂
積
の
著
書
、

（
拙
）

『
復
讐
と
法
律
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
二
四
）
を
訪
併
さ
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
田
能
村
は
、
従
来
の
律
令
研
究
に

縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
西
洋
や
囲
内
に
お
け
る
研
究
を
も
積
極
的
に
加
味
し
、
多
角
的
視
点
を
も
っ
て
分
析
に
臨
ん
で
い
る
の
で
あ

489 
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西
洋
刑
法
学
に
よ
る
分
析

従
来
の
中
国
法
制
史
（
律
令
）
研
究
と
は
相
違
し
て
、
田
能
村
は
律
令
と
い
う
存
在
を
、
全
く
異
な
る
概
念
か
ら
量
ろ
う
と
す
る
。

そ
れ
が
、
中
国
律
令
法
の
、
西
洋
刑
法
学
を
基
軸
と
し
た
分
析
で
あ
る
。
現
在
で
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
手
法
は
当
然
の
よ
う
に
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
と
し
て
は
ま
だ
珍
し
い
試
み
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

西
洋
刑
法
学
に
よ
る
分
析
を
試
み
る
に
あ
た
っ
て
、
田
能
村
は
、
そ
も
そ
も
嘉
代
及
び
舜
代
に
成
文
法
が
存
在
し
て
い
た
の
か
、

と
い
う
問
題
の
検
討
か
ら
着
手
す
る
。

田
能
村
は
ま
ず
、
『
無
刑
録
』
や
「
大
学
術
義
補
』
な
ど
従
来
の
学
説
を
、
西
洋
刑
法
学
の
「
法
定
主
義
」
と
「
檀
断
主
義
」
の

概
念
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
に
検
討
を
加
え
た
。
そ
の
上
で
『
孔
子
家
語
」
の
「
己
悪
而
掠
美
為
昏
。
貧
以
敗
官

為
歎
。
殺
人
不
忌
為
賊
。
」
を
「
己
レ
悪
ニ
シ
テ
而
シ
テ
美
ヲ
掠
ム
ル
ヲ
昏
ト
為
シ
貧
ニ
シ
テ
以
テ
官
ヲ
敗
ル
ヲ
、
歎
ト
為
シ
、
人

ヲ
殺
シ
テ
忌
マ
サ
ル
ヲ
、
賊
ト
為
ス
。
」
と
読
み
下
し
、
こ
の
一
節
か
ら
、
何
ら
か
の
形
で
お
よ
そ
犯
罪
行
為
に
対
し
て
刑
罰
を
科

す
と
い
う
形
で
の
、
成
文
た
る
法
典
が
舜
代
に
既
に
存
在
し
、
西
洋
刑
法
学
で
い
う
と
こ
ろ
の
い
わ
ゆ
る
法
定
主
義
が
そ
こ
に
認
め

（
叫
）

ら
れ
る
と
断
定
し
た
。

い
わ
ゆ
る
刑
法
典
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
前
提
に
、
そ
の
刑
罰
の
根
拠
を
論
じ
た
。
そ
れ
は

「
主
ト
シ
テ
道
徳
上
ノ
見
地
ニ
基
キ
シ
モ
ノ
」
で
あ
る
か
ら
、
主
観
主
義
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
近
代
に
い
う
、
い
わ
ゆ
る
主
観
主
義

そ
し
て
田
能
村
は
、
舜
代
に
、

と
は
相
違
し
て
、
実
行
行
為
者
の
危
険
発
生
を
配
慮
せ
ず
、
「
主
ト
シ
テ
意
思
ノ
如
何
ニ
著
眼
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
」
い
る
、
と
述
べ
、

（
必
）

「
主
観
主
義
」
の
近
代
的
な
理
解
と
歴
史
素
材
と
の
聞
の
微
妙
な
ズ
レ
を
も
浮
き
彫
り
に
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
全
体
を
通
し
て
み
れ
ば
、
田
能
村
は
西
洋
刑
法
学
の
概
念
に
従
い
、
そ
れ
を
基
軸
と
し
て
中
国
律
令
法
を
分
析
し
カ
テ
ゴ

つ
ま
り
、
史
料
そ
の
も
の
に
量
っ
て
当
該
史
料
が
何
を
意
味
す
る
か
を
考
え
る
の
で
は

ラ
イ
ズ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。



な
く
、
西
洋
刑
法
学
の
概
念
に
適
合
す
る
史
料
を
拾
い
出
し
、
「
あ
て
は
め
」
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
西
洋
刑
法
学
に
よ
る
分
析
の
結
果
と
し
て
、
中
国
律
令
法
は
、
時
と
し
て
近
代
西
洋
刑
法
学
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
発
達

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、
田
能
村
は
主
張
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
尚
書
』
大
爵
諜
「
罪
疑
惟
軽
」
を
「
罪
ノ
疑
ハ
シ
キ
ハ
惟

レ
軽
ク
セ
ヨ
」
と
読
み
下
し
、
犯
罪
の
程
度
、
あ
る
い
は
科
刑
の
重
さ
が
疑
わ
し
い
と
き
に
は
、
そ
の
刑
を
軽
く
す
べ
き
で
あ
る
、

と
の
意
味
で
あ
る
と
田
能
村
は
解
釈
し
た
が
、
こ
れ
は
「
其
ノ
不
明
ナ
ル
点
ノ
ミ
ハ
之
ヲ
問
ハ
ス
シ
テ
、
其
ノ
明
白
ナ
ル
点
ノ
ミ
之

ヲ
罰
ス
ル
コ
ト
ト
為
」
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
「
近
世
ノ
法
理
ニ
符
合
ス
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
」
と
断
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く

「
象
以
典
刑
」
の
字
義
に
つ
い
て
、
同
句
を
「
法
に
は
常
刑
を
用
い
て
、
法
を
超
え
な
い
」
と
い
う
意
味
に
解
釈
し
た
上
で
、
本
句

の
後
に
続
く
諸
句
に
対
す
る
総
則
的
規
定
で
あ
る
と
性
格
付
け
し
た
。
そ
の
上
で
本
規
定
は
「
予
メ
一
定
ノ
刑
法
ヲ
設
ケ
テ
、
（
中

略
）
妄
ニ
之
ヲ
左
右
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
一
大
原
則
ヲ
確
立
セ
シ
モ
ノ
」
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
本
規
定
を
「
欧
米
諸
文
明
国
ニ

（
必
）

於
ケ
ル
刑
法
ノ
主
義
ト
、
全
ク
符
合
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

『世界最古の刑法J 小考

「
世
界
法
制
史
」
と
の
比
較

『
世
界
最
古
の
刑
法
」
の
特
色
の
三
と
し
て
、
世
界
の
他
の
古
法
と
の
比
較
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
田
能
村
は
亮
・

舜
代
の
公
訴
手
続
の
性
質
を
考
究
す
る
に
当
た
っ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ

l

マ
時
代
に
お
け
る
公
訴
手
続
で
は
弾
劾
主
義
が
、
「
仏
国

近
古
時
代
」
の
そ
れ
で
は
糾
問
主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
ふ
れ
な
が
ら
、
弾
劾
主
義
と
糾
問
主
義
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
論

（
灯
）

定
し
た
上
で
、
嘉
・
舜
代
の
公
訴
手
続
は
糾
問
主
義
で
あ
る
と
論
断
し
て
い
る
。

3 ま
た
、
同
書
の
第
二
編
第
五
章
第
一
節
「
刑
の
発
達
」
に
お
い
て
は
、
「
三
苗
ノ
刑
法
」
、
ひ
い
て
は
そ
の
影
響
を
受
け
た
皐
陶
の

刑
法
（
五
刑
）
は
、
そ
の
刑
罰
が
極
め
て
残
酷
な
よ
う
に
み
え
る
が
、
し
か
し
「
羅
馬
又
ハ
独
逸
ノ
古
法
（
中
略
）
ノ
刑
罰
ニ
比
ス

491 
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レ
ハ
、
完
、
舜
時
代
カ
尚
早
キ
コ
ト
一
千
数
百
年
ナ
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ス
、
却
テ
意
外
ニ
残
酷
ナ
ラ
サ
ル
ニ
驚
ク
ヘ
シ
」
と
し
て
お
り
、

（
姐
）

中
国
律
令
法
は
、
西
洋
の
古
法
と
比
べ
て
も
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

492 

こ
の
よ
う
に
田
能
村
は
西
洋
刑
法
学
の
概
念
や
他
国
の
古
法
と
の
比
較
・
検
討
に
よ
っ
て
中
国
律
令
法
を
考
察
し
て
い
る
が
、
そ

（ω
）
 

の
際
、
中
国
律
令
法
は
、
「
一
面
ニ
於
テ
、
刑
法
及
一
般
法
律
カ
大
ニ
発
達
」
し
て
お
り
、
そ
の
発
達
ぶ
り
は
時
と
し
て
同
時
代
の

（
印
）

他
国
法
と
比
較
し
た
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
「
欧
米
諸
文
明
国
ニ
於
ケ
ル
刑
法
ノ
主
義
ト
、
全
ク
符
合
」
し
現
代
の
西
洋
法
に
す
ら
匹

敵
し
う
る
ほ
ど
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
そ
の
帰
結
点
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
田
能
村
は
こ
の
主
張
を
込
め
て
、
「
五
千
年

来
連
綿
タ
ル
特
殊
ノ
文
明
ヲ
有
シ
、
世
界
最
故
ノ
大
帝
国
タ
ル
支
那
ノ
法
制
史
ハ
、
其
ノ
貢
献
ス
ル
所
ノ
価
値
畳
敢
テ
鮮
少
ナ
ル
ヘ

（
日
）

ケ
ム
ヤ
」
、
あ
る
い
は
「
全
世
界
法
制
史
上
ニ
於
ケ
ル
支
那
法
制
史
ノ
地
位
ト
価
値
ト
ハ
、
復
多
ク
ヲ
言
ハ
シ
テ
明
ナ
ル
モ
ノ
ア
ラ

（
臼
）

ム
」
と
「
支
那
法
制
史
」
の
価
値
の
重
要
性
を
繰
り
返
し
訴
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

他
の
学
者
の
影
響
｜
｜
B
田
能
村
と
岡
田
朝
太
郎

『
世
界
最
古
の
刑
法
』
の
「
発
凡
」
に
お
い
て
田
能
村
は
、
中
国
法
制
史
研
究
を
進
め
て
行
く
に
当
た
り
、
序
を
寄
せ
た
研
究
者

（
臼
）

を
中
心
と
し
て
様
々
な
助
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
、
謝
し
て
い
る
。
こ
と
に
本
書
刊
行
の
契
機
を
提
供
し
た
岡
田
朝
太
郎
に
つ
い

四
て
田
能
村
は
、
他
の
助
言
者
に
先
立
っ
て
「
岡
田
博
士
、
本
書
ノ
研
究
、
起
草
及
印
行
ニ
就
テ
、
種
々
指
導
ト
便
宜
ト
ヲ
与
ヘ
ラ

（
日
）

レ
」
と
記
述
し
、
そ
の
協
力
に
特
に
謝
意
を
示
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
は
、
岡
田
の
助
力
が
あ
っ
て
こ
そ
出
版
で
き
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
本
書
は
、
岡
田
が
若
手
研

（
日
）

究
者
を
中
心
と
し
て
出
版
し
た
『
刑
事
論
集
』
の
一
と
し
て
出
版
さ
れ
た
中
の
、
最
終
巻
で
あ
る
第
四
巻
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い

（
回
）
（
町
）

る
し
、
ま
た
そ
の
仏
訳
も
、
「
之
ヲ
欧
文
ニ
訳
ス
ル
事
ヲ
得
バ
、
彼
岸
ノ
名
声
亦
我
ニ
於
ケ
ル
ノ
比
ニ
ア
ラ
ア
ラ
ン
カ
」
と
し
て
岡



（
回
）

田
が
強
く
薦
め
た
こ
と
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

岡
田
と
田
能
村
の
関
係
は
、
岡
田
が
明
治
三
三
（
一
九
O
O

）
年
に
明
治
法
律
学
校
講
師
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と

（
印
）

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
も
明
治
法
律
学
校
（
明
治
大
学
）
で
の
雑
誌
発
刊
や
校
友
会
関
係
の
様
々
な
事
業
で
共
に
行
動
す
る
こ
と
も

（
伺
）

あ
り
、
岡
田
と
田
能
村
は
明
治
法
律
学
校
を
軸
と
し
た
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
現
代
の
法
学
者
が
自
ら
に
課
さ

れ
た
中
国
律
令
法
研
究
と
い
う
使
命
の
実
現
に
お
い
て
悌
怠
し
て
い
る
と
す
る
田
能
村
の
論
説
に
、
岡
田
は
大
い
に
共
感
す
る
所
が

あ
っ
た
様
で
、
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
の
序
に
岡
田
は
、
「
蓋
シ
現
代
ノ
法
ヲ
講
ス
ル
者
、
其
大
多
数
ハ
、
現
行
法
令
ノ
淵
源
タ
ル
欧

米
諸
国
ノ
制
度
ヲ
考
究
ス
ル
ニ
忙
シ
ク
（
中
略
）
之
ガ
研
究
ヲ
疎
漫
ニ
ナ
シ
来
レ
ル
」
と
、
田
能
村
の
論
に
同
調
す
る
か
の
よ
う
な

（
臼
）

一
文
を
記
し
て
い
る
。

『世界最古の刑法J 小考

岡
田
は
、
田
能
村
の
思
想
に
単
に
同
調
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
田
能
村
が
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
を
著
述
す
る
に
際
し
て
、
実
際

に
多
く
の
「
指
導
ト
便
宜
ト
ヲ
与
ヘ
」
て
い
る
。
同
書
第
二
編
第
四
章
第
二
節
「
主
観
主
義
」
に
お
い
て
、
田
能
村
は
「
舜
帝
ノ
主

観
主
義
ハ
、
殆
ト
加
害
ノ
点
ヲ
眼
中
ニ
置
カ
ス
、
従
頭
従
尾
、
命
ヲ
正
義
ノ
要
求
ノ
ミ
ニ
聴
キ
、
因
果
応
報
、
罪
悪
必
罰
ノ
純
理
ヲ

（
位
）

徹
底
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
論
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
岡
田
朝
太
郎
「
刑
法
講
義
』
五
頁
、
「
純
正
主
義
ニ
ア
リ
テ
ハ
刑
罰
権
ノ
根
拠

ハ
専
ラ
正
義
ノ
要
求
ニ
在
リ
ト
シ
、
因
果
応
報
罪
悪
必
罰
ノ
純
理
ヲ
以
テ
之
ヲ
説
明
セ
ン
ト
ス
」
と
い
う
一
節
を
訪
御
と
さ
せ
る
。

他
に
も
岡
田
の
刑
法
を
参
照
し
て
い
る
部
分
は
多
く
、
当
時
の
刑
法
理
論
に
関
し
て
、
田
能
村
が
岡
田
か
ら
様
々
な
教
示
を
受
け
て

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
で
き
る
。
そ
の
こ
と
は
、
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
の
中
に
は
、
数
多
く
の
西
洋
刑
法
学
者
の
中
で
も
、

（
回
）

特
に
岡
田
が
師
事
し
た
リ
ス
ト
に
言
及
し
て
い
る
記
述
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

例
え
ば
田
能
村
は
、
「
支
那
法
制
史
」
に
関
し
て
西
洋
法
学
者
は
無
学
で
あ
る
こ
と
を
嘆
じ
る
の
に
、
「
殊
ニ
最
近
時
ニ
至
リ
テ
ス

ラ
、
博
士
り
す
と
カ
其
ノ
独
逸
刑
法
論
ニ
於
テ
『
支
那
ニ
ハ
一
ノ
刑
法
々
典
ナ
シ
』
ト
断
言
セ
ル
カ
如
キ
、
驚
ク
ヘ
キ
誤
謬
ニ
陥
レ

（
倒
）

ル
モ
ノ
鮮
カ
ラ
ス
」
と
い
い
、
欧
州
の
法
学
者
の
代
表
的
な
見
解
と
し
て
リ
ス
ト
の
言
を
引
い
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
田
能
村
は
、

493 



（
町
）

第
五
章
第
一
節
「
刑
の
発
達
」
の
「
各
国
の
沿
革
」
に
お
い
て
リ
ス
ト
の
『
最
近
刑
法
論
」
緒
論
第
二
章
を
引
用
し
て
い
る
し
、
他

（
印
）

に
も
リ
ス
ト
の
主
観
主
義
刑
法
論
を
意
識
し
た
記
述
も
み
ら
れ
る
。
逆
に
、
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
中
、
西
洋
に
お
け
る
他
の
刑
法

論
者
は
お
ろ
か
法
学
者
の
名
前
す
ら
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
と
に
リ
ス
ト
の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
リ
ス
ト

よ
り
直
に
そ
の
刑
法
論
を
学
ん
だ
岡
田
か
ら
の
指
教
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
で
き
よ
う
。
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社
会
的
背
景
と
意
義

田
能
村
の
著
し
た
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
の
成
立
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
当
時
の
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
実
際
、
本
書
が
出
版
さ
れ
た
前
後
に
は
、
田
能
村
が
編
集
主
任
と
な
っ
て
い
た
『
明
治
法
学
』
誌
上
に
も
、
当
時
の

極
東
を
巡
る
国
際
時
勢
に
関
連
す
る
一
連
の
葉
報
記
事
と
し
て
、
「
第
一
次
日
英
同
盟
協
定
」
、
「
英
清
通
商
条
約
」
さ
ら
に
は
日
清

一
九
O
三
）
な
ど
、

聞
の
「
追
加
通
商
条
約
」
な
ど
が
詳
論
さ
れ
て
い
る
。
田
能
村
の
「
支
那
法
制
の
研
究
」
（
『
明
治
法
学
』
六
四
、

清
に
対
す
る
日
本
法
学
者
の
「
介
入
」
の
必
要
性
を
論
じ
た
記
事
が
、
こ
れ
ら
の
葉
報
の
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
田

能
村
が
、
当
時
の
時
代
状
況
に
強
く
影
響
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
回
能
村
は
、
先
に
も
論
じ
た
よ
う
に
、
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
を
含
め
た
一
連
の
論
著
の
中
で
、
「
清
国
法
典
の
改
正
」
の

方
法
と
し
て
、
「
広
く
泰
西
と
支
那
と
双
方
の
法
制
法
理
に
渉
れ
る
も
の
を
貴
ひ
」
と
し
て
、
そ
の
条
件
を
満
た
す
我
が
国
の
法
学

者
こ
そ
が
、
清
国
立
法
の
指
導
者
と
し
て
適
任
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
記
述
は
、
法
典
編
纂
事
業
に
お
け
る
、
清
に
対
す
る
日
本
の
優
位
性
を
暗
黙
の
了
解
と
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
、
明
治
初
期

よ
り
日
本
社
会
に
根
付
い
て
い
た
、
清
（
中
国
）
に
対
す
る
優
越
意
識
が
、
田
能
村
の
内
に
も
存
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
窺
わ

（
訂
）

せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
秋
皐
の
名
義
で
書
か
れ
た
「
学
生
と
清
韓
」
（
『
明
治
学
報
』
一O
四
、
一
九
O
六
）
に
お
い
て

「
韓
国
は
論
な
く
、
満
州
に
至
り
て
も
其
の
司
法
其
の
行
政
等
の
、
日
本
人
の
手
中
に
帰
せ
し
も
の
、
も
し
く
は
、
将
来
帰
す
べ
き



も
の
、
暫
時
に
多
大
な
る
は
、
眼
前
に
横
た
は
れ
る
事
実
」
で
あ
る
、
と
断
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
明
白
で
あ
る
。

以
上
の
事
柄
は
、
当
時
さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
、
清
及
び
朝
鮮
の
保
護
国
化
政
策
実
現
を
目
的
と
し
た
、
中
国
社
会
に
関
す
る
研
究

（
伺
）

分
析
の
一
端
と
し
て
、
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
後
年
、
田
能
村
自
身
も
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
（
日
露
）
戦
争
の
目
的
に
副
ふ
所
以
の
も
の
ハ
、
言
ふ
迄
も
な
く
清
韓
の
経
営
に
在
り
。
（
中
略
）
清
韓
経
営
の
或
る
も
の
ハ
、
仮
令
研

究
不
十
分
な
る
も
、
寧
ろ
勇
往
直
前
し
て
急
使
速
説
す
る
を
要
す
る
も
、
或
る
も
の
ハ
之
に
反
し
、
虚
心
平
気
、
極
め
て
徐
々
に
、
極
め
て

永
遠
的
に
、
冷
静
な
る
研
究
を
継
続
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
」
（
秋
皐
「
清
韓
研
究
の
団
体
を
起
す
べ
し
」
（
読
売
新
聞
一
九
O
四
年
五
月
三
O

日
、
括
弧
内
著
者
）

そ
し
て
、
清
及
び
朝
鮮
の
国
家
を
「
把
握
」
す
る
た
め
に
は
、
「
国
家
の
神
ル
国
で
あ
る
法
制
を
解
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と

し
て
、
田
能
村
は
、
法
制
（
史
）
研
究
に
、
こ
と
の
ほ
か
重
点
を
置
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
彼
は
中
国
法
制
史
の
重
要
性
の
論
拠

と
し
て
「
羅
馬
法
系
の
法
理
と
合
す
る
も
の
砂
か
ら
」
ざ
る
と
い
う
点
を
挙
げ
て
お
り
、
中
国
法
制
史
の
価
値
す
ら
も
、
ロ
ー
マ
法

系
と
の
比
較
の
中
に
見
い
だ
さ
れ
て
い
る
の
は
、
皮
肉
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
田
能
村
に
よ
る
中
国
法

制
史
研
究
の
必
要
性
の
主
張
、
な
ら
び
に
そ
の
研
究
の
実
践
の
根
底
に
は
、
当
時
の
国
家
的
情
勢
が
、
確
か
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の

『世界最古の刑法J 小考

で
あ
る
。

495 

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
田
能
村
の
中
国
法
制
史
研
究
は
、
明
治
期
日
本
の
社
会
的
・
国
家
的
時
流
を
背
景
と
し
て
、
そ
れ
ら



に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
こ
と
は
、
田
能
村
が
、
日
本
人
に
よ
る
東
洋
（
中
国
）
史
研
究
を
以
下
の
よ
う
に
提
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唱
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

「
東
洋
殊
に
日
本
が
い
つ
ま
で
も
西
洋
学
術
の
後
塵
を
追
ふ
て
る
は
固
よ
り
日
本
の
名
誉
に
非
ず
況
ん
や
東
洋
人
が
東
洋
の
事
物
に
つ
い

て
も
亦
且
つ
教
え
を
西
洋
人
に
聞
く
の
失
態
な
る
を
や
（
中
略
）
是
に
於
い
て
や
我
憐
東
洋
人
殊
に
日
本
人
が
今
に
於
い
て
発
奮
し
早
き
を

（
河
）

栓
ふ
て
東
洋
の
事
物
に
つ
き
組
織
あ
り
系
統
あ
る
学
術
的
研
究
に
従
は
ん
こ
と
を
励
む
」

同
時
代
に
、
田
能
村
と
同
じ
主
張
を
し
た
研
究
者
が
い
る
。
そ
れ
は
、
白
鳥
庫
古
で
あ
る
。

「
東
洋
の
こ
と
は
東
洋
の
人
で
研
究
す
る
の
が
使
宜
で
も
あ
り
至
当
で
も
あ
る
に
、
還
っ
て
西
洋
の
学
者
に
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
て
東
洋
学

の
領
土
が
政
治
界
に
於
け
る
が
ご
と
に
侵
略
せ
ら
れ
た
と
観
ず
れ
ば
亦
憤
慨
に
堪
え
ぬ
次
第
で
あ
る
（
中
略
）
事
に
東
洋
学
に
於
い
て
は
彼

を
も
凌
駕
し
て
そ
の
欠
陥
を
補
う
ほ
ど
の
豊
富
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
（
白
鳥
庫
吉
「
戎
秋
が
漢
民
族
の
上
に
及
ぼ
し
た
影
響
」
、
『
東
洋
哲

学
』
八
｜
一
、
一
九
O

一
）

田
能
村
と
異
な
り
、
田
能
村
の
一
言
う
「
文
科
の
諸
公
」
で
あ
っ
た
白
鳥
も
、
同
時
代
の
潮
流
を
背
景
と
し
て
い
た
と
い
う
意
味
で
、

（
九
）

田
能
村
と
共
有
す
る
部
分
が
あ
る
の
は
、
実
に
興
味
深
い
。

た
だ
し
、
確
か
に
田
能
村
の
研
究
は
当
時
の
社
会
的
潮
流
を
背
景
と
し
て
い
る
が
、
他
の
史
料
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
別

の
側
面
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、

か
つ
東
洋
で
も
な
い
日
本
と
い
う
、

い
わ
ば

田
能
村
の
中
の
、
西
洋
で
も
な
い
、

「
否
定
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
「
日
本
』
あ
る
い
は

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
へ
の
想
い
、

『
日
本
法
』

で
あ
る
。

ま
ず
、
前
掲
「
支
那
法
制
の
研
究
」
に
お
い
て
、

田
能
村
は
、
「
日
本
の
事
例
は
立
法
上
法
学
上
共
に
其
の
正
経
に
非
ず
し
て
変

則
な
り
之
を
清
国
に
再
ひ
す
可
か
ら
ず
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
西
洋
法
を
無
批
判
的
に
取
り
入
れ
た
日
本
へ
の
反
発
が



読
み
取
れ
る
。
こ
の
思
考
の
前
提
に
は
、
日
本
と
い
う
存
在
が
、
西
洋
と
は
、
全
く
別
個
独
立
に
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
田
能
村
の

中
に
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

か
つ
田
能
村
は
、
日
本
を
、
い
わ
ゆ
る
東
洋
か
ら
逸
脱
し
た
存
在
と
し
て
も
位
置
づ
け
て
い
る
。
既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
清

韓
あ
る
い
は
そ
れ
を
ふ
く
め
た
東
洋
は
、
田
能
村
に
と
っ
て
は
「
日
本
」
の
外
に
位
置
し
、
国
家
に
よ
る
「
経
営
」
の
対
象
で
も
あ

る
。
彼
に
と
っ
て
、
日
本
は
東
洋
の
内
に
あ
り
な
が
ら
も
、
な
か
ば
そ
れ
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
田
能
村
は
、
西
洋
で
も
な
く
、
東
洋
で
も
な
い
、

い
わ
ば
双
方
の
「
否
定
」
に
よ
っ
て
、
日
本
の
「
独
自
性
」
の
所

在
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
、
そ
の
こ
と
が
彼
を
特
徴
あ
る
中
国
法
制
史
研
究
に
向
か
わ
せ
た
背
景
的
な
動
機
と
な
っ
て
い
る
と
い
え

7
Q。こ

れ
ら
を
前
提
と
し
て
、
回
能
村
は
日
本
を
、
清
が
西
洋
法
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
の
媒
介
者
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
で

あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
分
析
す
れ
ば
、
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
に
は
、
そ
の
媒
介
の
方
法
を
も
提
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
世
界
最
古
の
刑
法
」
に
お
け
る
中
国
律
令
法
分
析
は
、
西
洋
法
に
よ
る
分
析
や
西
洋
の
中
国
研
究
と
の
比
較

と
い
う
方
法
論
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
田
能
村
は
、
西
洋
法
と
中
国
法
の
通
理
解
を
可
能
に
す
る
架
橋
点
を
、
時
代
に
先

駆
け
て
試
論
的
に
提
起
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

『世界最古の刑法』小考

以
上
の
と
お
り
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
は
、
非
西
洋
・
非
東
洋
と
い
う
二
重
否
定
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
前
提
と
し
、
田
能
村
に
お
け
る
中
国
法
制
史
研
究
関
連
著
作
の
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
す
な
わ
ち
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
進

め
た
中
国
法
制
史
研
究
と
、
日
本
の
法
学
者
に
対
す
る
中
国
律
令
法
研
究
へ
の
喚
起
と
い
う
啓
蒙
と
が
一
体
と
な
り
つ
つ
、
か
っ
そ

の
手
法
に
お
い
て
中
国
の
法
典
編
纂
の
方
向
性
を
も
示
唆
し
て
い
る
、
当
時
と
し
て
現
実
的
な
使
命
が
込
め
ら
れ
た
書
で
あ
っ
た
と
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本
稿
は
二
O
O

四
年
第
五
六
団
法
制
史
学
会
総
会
に
て
「
田
能
村
梅
士
の
中
国
法
制
史
論
」
と
題
し
報
告
し
た
も
の
に
加
筆
・
修
正
を
加

え
た
も
の
で
あ
る
。
学
会
に
て
諸
先
生
方
の
貴
重
な
ご
示
唆
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
改
め
て
こ
こ
で
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

一
一
一

、

一
九
O
七
）
よ
り
引
用
。
以
下
史
料
の
引
用
は
、
旧
字
体
を
新
字

（l
）
田
能
村
秋
皐
「
中
国
法
制
史
の
研
究
」
（
『
明
治
学
報
』

体
に
代
え
る
こ
と
と
す
る
。

（2
）
田
能
村
梅
士
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
回
能
村
梅
士
の
東
洋
法
史
研
究
」
（
『
法
史
学
研
究
』
八
、
二
O
O

一
二
）
、
同
「
田
能
村
梅
士
考

｜
｜
明
治
の
一
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
中
国
法
制
史
論
｜
｜
」
（
「
法
学
政
治
学
論
究
』
六
一
、
二OO
四
）
も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（3
）
田
能
都
梅
士
「
既
婚
婦
の
能
力
」
（
『
明
法
雑
誌
』
六
一
、
一
八
八
八
）
、
同
「
道
義
感
情
主
義
」
（
『
明
法
雑
誌
』
七
一
、
一
八
八
八
）
。

こ
れ
ら
の
著
作
を
み
て
も
、
当
時
田
能
村
が
明
治
法
律
学
校
に
お
い
て
学
ん
だ
「
法
」
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

（4
）
こ
の
よ
う
な
社
会
の
推
移
は
、
明
治
法
律
学
校
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
ま
ず
、
明
治
法
律
学
校
は
、
明
治
一
九
（
一
八
八

六
）
年
一
二
月
よ
り
「
私
立
法
律
学
校
特
別
監
督
」
の
適
用
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
伴
っ
て
講
義
科
目
や
学
校
制

度
を
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
田
能
村
が
卒
業
す
る
明
治
二
一
年
に
は
、
明
治
法
律
学
校
に
教
頭
・
校
長
制
が
導
入
さ

れ
、
前
述
し
た
岸
本
辰
雄
が
初
代
校
長
と
し
て
就
任
し
た
。
次
い
で
同
年
八
月
に
は
、
文
部
省
告
示
第
七
号
を
も
っ
て
、
本
校
は
、
特
別

認
可
校
と
な
っ
た
。

（5
）
当
時
の
学
生
生
活
に
つ
い
て
は
明
治
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
明
治
大
学
百
年
史
』
三
（
明
治
大
学
、
一
九
九
二
）
、
一
一
五
四

頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（6
）
明
治
法
律
学
校
及
び
そ
の
在
校
生
と
、
自
由
民
権
運
動
等
の
政
治
運
動
と
の
関
わ
り
は
、
前
掲
『
明
治
大
学
百
年
史
』
二
一
、
九
八
頁

以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（7
）
明
治
二

O

（
一
八
八
八
）
年
一
O
月
発
行
の
『
明
法
雑
誌
』
四
六
に
、
「
講
法
会
広
告
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
記
事
に
よ

れ
ば
、
当
時
、
「
法
学
通
論
仏
国
商
法
同
民
法
売
買
法
同
交
換
法
」
を
岸
本
が
、
「
憲
法
特
権
及
び
書
入
質
法
」
を
光
妙
寺
が
担

当
、
と
あ
る
。

（8
）
明
治
三
O

（
一
八
九
八
）
年
に
明
治
大
学
の
嘱
託
を
受
け
、
同
大
学
の
季
刊
雑
誌
『
明
治
法
学
』
の
編
集
者
を
、
明
治
三
四
年
、
病
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の
た
め
に
や
む
を
得
ず
退
く
ま
で
務
め
た
。
編
集
者
で
あ
っ
た
当
時
か
ら
同
窓
会
（
明
治
法
律
学
校
・
明
治
大
学
で
い
う
「
校
友
会
」
）

活
動
に
も
深
く
関
わ
り
、
明
治
三
四
年
に
は
明
治
法
律
学
校
初
の
学
校
史
と
な
る
『
明
治
法
律
学
校
二
十
年
史
』
（
講
法
会
、
一
九O
こ

を
著
述
し
た
。
編
集
者
を
辞
め
た
以
後
も
、
雑
誌
発
刊
を
中
心
と
し
た
明
治
大
学
の
様
々
な
事
業
に
参
画
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
前
掲
註

（2
）
拙
稿
「
田
能
村
梅
士
老f

明
治
の
一
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
中
国
法
制
史
論
｜
」
を
参
照
の
こ
と
。

（9
）
佐
藤
巌
『
大
分
県
人
士
録
」
（
大
分
県
人
士
録
発
行
所
、
一
九
一
四
）
の
記
載
よ
り
。

ど
、
戸
り
者
、

（
叩
）
読
売
新
聞
社
時
代
に
は
「
へ
な
ぶ
り
」
と
い
う
狂
歌
で
も
っ
て
一
世
を
風
醸
し
、
当
時
の
狂
歌
歌
人
で
あ
っ
た
坂
井
久
良
岐
ほ
か
、

狂
歌
・
川
柳
界
に
幅
広
い
交
流
が
あ
っ
た
。

（
日
）
「
故
ニ
余
輩
ハ
第
二
次
ノ
研
究
ト
シ
テ
本
書
ニ
次
テ
三
代
ノ
刑
法
ヲ
研
究
シ
、
支
那
刑
法
史
稿
第
二
巻
ト
シ
テ
将
ニ
他
日
ヲ
侠
テ
之

ヲ
公
二
セ
ン
ト
ス
」
（
前
掲
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
、
一
一
頁
よ
り
引
用
）
。

（
ロ
）
前
掲
佐
藤
『
大
分
県
人
士
録
』
よ
り
引
用
。

（
日
）
前
掲
「
清
国
法
律
改
定
の
急
用
」
よ
り
引
用
。

（
日
）
清
朝
末
期
の
法
典
編
纂
に
つ
い
て
は
、
島
田
正
郎
「
清
末
に
お
け
る
近
代
的
法
典
の
編
纂
』
（
創
文
社
、
一
九
八O
）
、
及
び
宮
坂
宏

「
清
末
法
典
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
法
制
史
研
究
』
一
四
、
一
九
六
三
）
、
「
清
末
近
代
法
典
編
纂
と
日
本
学
者
」
（
「
専
修
大
学
社
会
科
学

研
究
所
月
報
』
四
六
・
四
七
、
一
九
六
七
）
、
「
清
国
の
法
典
化
と
日
本
法
律
家
」
（
「
仁
井
田
陸
博
士
追
悼
論
文
集
』
第
三
巻
、
一
九
七

O
）

を
参
照
の
こ
と
。

（
日
）
秋
皐
「
支
那
法
制
の
研
究
」
（
「
明
治
法
学
』
六
四
、
一
九O
三
）
よ
り
引
用
。

（
日
）
秋
皐
「
法
律
家
と
文
学
」
（
『
明
治
法
学
』
五O
、
一
九
O
二
）
よ
り
引
用
。

（
げ
）
葉
報
「
世
界
最
古
の
法
典
」
（
『
明
治
法
学
』
五
八
、
一
九O
三
）
よ
り
引
用
。

（
国
）
岡
田
朝
太
郎
「
世
界
最
古
の
法
典
」
（
『
明
治
法
学
』
四
七
・
四
八
、
一
九O
二
）
。
こ
れ
は
明
治
法
律
学
校
内
で
明
治
三
五
（
一
九

O
二
）
年
一
O
月
四
日
に
行
わ
れ
た
講
話
会
（
講
師
の
講
演
会
）
に
て
行
わ
れ
た
講
演
の
内
容
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
問
）
こ
の
よ
う
な
田
能
村
の
主
張
に
対
し
て
は
、
当
時
に
お
い
て
も
反
論
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
の
「
発
凡
」

に
田
能
村
は
「
本
書
ノ
題
ス
ル
所
ノ
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
ノ
四
字
ハ
、
校
閲
ヲ
賜
ヒ
シ
諸
先
生
概
ネ
未
タ
諏
ス
ク
肯
許
ヲ
与
ヘ
ラ
レ
ス
」

と
記
し
て
い
る
。
実
際
、
後
に
田
能
村
同
様
、
完
・
舜
代
を
研
究
し
『
亮
舜
時
代
の
制
度
』
（
法
理
研
究
会
、
一
九O
五
）
を
著
し
た
戸
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水
寛
人
は
「
世
界
最
古
の
刑
法
』
の
序
に
、
「
（
「
世
界
最
古
の
刑
法
』
が
研
究
対
象
と
し
て
い
る
）
亮
舜
時
代
ノ
刑
法
ヲ
以
テ
世
界
最
古

ノ
刑
法
ト
為
ス
ハ
果
、
ン
テ
当
タ
レ
リ
ヤ
否
ヤ
余
少
シ
ク
惑
無
キ
能
ハ
ス
」
（
括
弧
内
筆
者
）
と
断
っ
て
い
る
。
し
か
し
田
能
村
は
「
一
ニ

著
者
ノ
都
見
ニ
因
」
り
「
遂
ニ
之
ヲ
改
メ
」
ず
、
著
書
の
題
に
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
の
名
称
を
採
用
し
て
い
る
。

（
却
）
「
碩
学
リ
ス
ト
氏
の
ご
と
き
も
数
種
の
（
欧
州
人
の
）
著
書
を
引
用
し
て
、
支
那
に
は
今
日
に
至
る
ま
で
、
刑
法
々
典
な
し
、
と
断

定
し
た
る
を
以
て
す
れ
ば
、
ま
た
以
て
一
般
学
者
の
支
那
法
制
に
対
す
る
無
識
を
推
す
に
足
る
べ
し
、
而
も
欧
州
人
は
猶
恕
す
べ
し
、
日

本
人
に
し
て
尚
且
殆
ど
之
を
知
ら
ず
、
之
を
知
る
も
多
く
之
に
注
意
せ
ざ
る
は
、
寧
ろ
驚
く
べ
き
う
か
つ
に
非
ず
や
、
日
本
学
者
の
位
置

上
当
然
の
責
任
を
忘
る
る
も
の
に
非
ず
や
」
（
括
弧
内
筆
者
）
。
前
掲
「
更
に
同
時
代
の
法
典
あ
り
」
よ
り
引
用
。

（
幻
）
ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
典
発
見
は
、
単
な
る
時
事
的
な
報
道
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
の
法
学
界
に
お
い
て
も
動
静
を
生
ぜ
し
め
て

い
る
。
こ
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
森
征
一
「
弁
護
士
原
田
敬
吾
と
バ
ビ
ロ
ン
学
会
の
設
立
」
（
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
近
代
日
本

研
究
』
四
、
一
九
七
八
）
、
同
「
原
田
敬
吾
と
バ
ピ
ロ
ン
法
研
究
」
（
安
西
敏
三
・
岩
谷
十
郎
・
森
征
一
著
「
福
沢
諭
吉
の
法
思
想
』
、
二

0
0
二
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
辺
）
田
能
村
の
論
稿
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
表
「
田
能
村
梅
士
関
連
論
稿
目
録
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
お
）
例
え
ば
、
「
清
国
法
律
の
改
定
の
急
要
」
、
「
支
那
法
制
の
研
究
」
は
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
緒
論
第
一
章
「
支
那
法
制
史
研
究
の
必

要
」
に
、
「
舜
帝
ノ
刑
法
ニ
於
ケ
ル
刑
ノ
発
達
」
は
第
二
一
編
第
五
章
第
一
節
「
刑
の
発
達
」
な
ど
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

（M
）
中
国
法
制
史
に
関
わ
る
こ
れ
ら
の
著
書
以
外
に
も
、
田
能
村
は
、
明
治
三
七
（
一
九
O
四
）
年
九
月
に
は
、
清
国
留
学
生
の
た
め

に
設
立
さ
れ
た
経
緯
学
堂
の
幹
事
と
な
っ
て
い
る
。

（
お
）
前
掲
田
能
村
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
、
七
頁
よ
り
引
用
。

（
お
）
田
能
村
は
、
『
世
界
最
古
の
刑
法
」
を
清
国
に
も
送
り
、
後
日
、
当
時
公
使
で
あ
っ
た
楊
枢
か
ら
の
謝
状
を
受
け
取
っ
て
い
る
（
「
清

国
公
使
の
謝
状
」
『
明
治
学
報
』
七
六
、
一
九O
四
）
。
楊
枢
と
は
そ
の
後
も
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
田
能
村
は
読
売
新
聞
一
九
O
四
年

一
O
月
一
O
日
号
の
記
事
で
「
昨
夜
清
国
公
使
館
の
数
氏
と
会
食
」
し
、
「
蘇
小
々
の
墓
」
の
墓
に
つ
い
て
教
示
を
受
け
た
、
と
書
い
て

い
る
。

（
幻
）
「
著
者
も
遂
に
意
を
決
し
て
仏
訳
に
翻
訳
す
る
事
と
な
り
、
東
京
外
国
語
学
校
仏
語
主
任
教
師
吉
田
義
静
氏
に
請
ふ
に
其
の
翻
訳
の

事
を
以
で
し
た
り
」
（
「
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
の
仏
訳
」
（
「
明
治
法
学
』
六
九
、
一
九

O
四
よ
り
引
用
）
と
あ
る
。
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（
お
）
仏
訳
が
実
現
し
た
の
は
、
岡
田
の
推
挙
も
さ
な
が
ら
、
読
売
新
聞
社
主
筆
で
あ
り
、
読
売
新
聞
社
に
在
籍
中
で
あ
っ
た
田
能
村
と
親

あ
だ
ち
ほ
く
お
う

交
が
あ
っ
た
足
立
北
鴎
の
尽
力
に
拠
る
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
足
立
北
鴎
も
亦
大
い
に
之
を
著
者
に
慾
憩
し
、
予
の
欧

洲
滞
在
中
、
白
耳
義
の
刑
法
学
者
プ
リ
ン
ス
博
士
（
過
般
早
稲
田
大
学
出
版
最
近
刑
法
論
著
者
）
の
如
き
は
、
日
本
及
ひ
支
那
の
古
代
刑

法
を
研
究
せ
ば
、
実
益
趣
味
共
に
至
大
な
る
へ
し
と
て
、
屡
々
予
に
該
古
代
刑
法
を
問
は
れ
し
事
あ
り
、
故
に
今
之
を
欧
文
に
翻
訳
せ
ば
、

プ
リ
ン
ス
博
士
は
も
ち
ろ
ん
、
欧
洲
諸
学
者
の
歓
迎
知
る
へ
し
と
、
遂
に
足
立
氏
自
ら
之
を
仏
国
駐
剖
公
使
本
野
博
士
に
照
会
し
て
、
出

版
の
斡
旋
を
求
む
へ
し
と
ま
で
懇
説
せ
ら
れ
た
る
よ
り
」
（
前
掲
「
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
の
仏
訳
」
よ
り
引
用
）
。
そ
の
後
、
読
売
新
聞

一
九
O
五
年
一
月
三
O
日
号
、
く
れ
が
し
「
編
輯
日
誌
」
の
欄
に
、
「
在
仏
国
巴
里
」
な
る
「
玉
来
累
川
」
と
い
う
人
物
か
ら
、
足
立
宛

て
に
書
簡
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
回
能
村
君
の
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
の
仏
訳
ハ
出
版
す
る
と
申
居
候
（
田
能
村
に
）
宜
し
く
御
伝
言
被

下
度
候
」
（
括
弧
内
筆
者
）
と
の
記
載
が
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
実
際
に
フ
ラ
ン
ス
で
出
版
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
却
）
「
法
科
の
諸
公
亦
之
（
法
制
で
あ
る
以
上
、
中
国
法
制
史
研
究
は
法
科
大
学
が
研
究
を
行
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
）
を
知
ら
ざ
る
の
理

な
し
知
っ
て
之
を
文
科
に
委
す
る
は
何
ぞ
や
我
憐
窃
か
に
想
ふ
に
恐
ら
く
ば
其
人
な
き
が
為
な
ら
ん
而
し
て
目
前
其
人
な
き
が
為
に
暫
ら

く
之
を
不
適
当
の
他
人
（
文
学
者
）
に
委
す
る
も
亦
巳
む
を
得
ず
と
せ
ん
然
れ
ど
も
斯
く
て
何
時
ま
で
も
之
を
委
し
て
顧
み
ざ
る
は
何
ぞ

や
曾
て
其
人
を
養
成
せ
ず
曾
て
其
事
を
奨
励
せ
ず
扶
手
し
て
黙
座
し
て
其
人
の
突
如
出
現
せ
ん
こ
と
を
待
つ
も
の
と
せ
ば
余
り
に
虫
の
好

き
話
に
非
ず
や
否
な
余
り
に
冷
淡
な
る
処
置
に
非
ず
や
」
（
文
中
括
弧
内
筆
者
、
前
掲
「
中
国
法
制
史
の
研
究
」
よ
り
引
用
）
。

（
初
）
鈴
木
宗
言
（
一
八
六
三
1

一
九
二
九
）
。
東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、
横
浜
地
方
裁
判
所
判
事
、
東
京
控
訴
院
部
長
な
ど
を
歴
任
し
、

明
治
三
三
（
一
九
O
O

）
年
よ
り
台
湾
総
督
府
法
院
判
官
を
務
め
、
そ
の
後
香
港
や
中
国
南
部
、
さ
ら
に
は
欧
米
に
も
派
遣
さ
れ
た
。
明

治
四
O

（
一
九O
七
）
年
に
帰
国
、
大
審
院
検
事
と
な
り
、
こ
の
職
を
最
後
に
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
に
引
退
し
た
。
満
鉄
総
裁
、

東
京
市
長
を
務
め
た
中
村
是
公
の
実
兄
で
も
あ
る
。

（
担
）
鈴
木
「
旧
政
府
時
代
に
於
け
る
拷
問
及
刑
罰
に
関
す
る
問
に
答
ふ
」
（
『
台
湾
慣
習
記
事
』
一
一
一
ー
ー
七
、
一
九

O
三
）
に
対
し
、
田
能
村

が
「
支
那
監
獄
の
起
源
」
（
『
法
学
協
会
雑
誌
』
二
一
｜
一O
、
一
九
O
三
）
に
て
批
判
を
試
み
た
が
、
鈴
木
は
「
支
那
監
獄
の
起
源
を
読

み
て
」
（
『
法
学
協
会
雑
誌
』
二
二
｜
一
、
一
九O
四
）
に
て
田
能
村
の
こ
の
批
判
に
対
し
て
真
っ
向
か
ら
反
論
し
た
の
で
あ
る
。
結
果
、

田
能
村
は
自
ら
の
過
ち
を
認
め
、
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
の
最
後
に
、
本
書
内
で
の
自
説
を
訂
正
し
た
「
獄
ニ
関
ス
ル
訂
正
」
を
追
補
し

た
。
両
者
間
の
論
争
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
2

）
拙
稿
「
回
能
村
梅
士
の
東
洋
法
史
研
究
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
明
記
）
鈴
木
の
論
著
に
も
記
載
が
あ
る
と
お
り
、
『
周
櫨
』
の
成
立
年
代
に
は
、
一
時
逸
書
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
す
で
に
王
安
石

の
時
代
か
ら
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
た
。
清
代
後
期
に
至
り
、
『
周
櫨
』
が
少
な
く
と
も
周
代
に
書
か
れ
た
書
で
な
い
こ
と
は
、
通
説
的
見

解
と
な
っ
て
い
た
。

（
お
）
「
舜
帝
当
時
ノ
文
献
ト
シ
テ
ハ
、
『
尚
書
」
以
下
（
後
略
）
」
（
前
掲
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
、
一

O
六
頁
）
な
ど
、
「
尚
書
』
の
尭
典
を

亮
・
舜
代
の
「
正
史
」
と
し
て
扱
う
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。

（
弘
）
篇
名
と
し
て
「
舜
典
」
や
「
益
稜
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
は
む
し
ろ
『
尚
書
』
偽
古
文
の
分
類

に
基
づ
い
て
い
る
。

（
お
）
前
掲
「
世
界
最
古
の
刑
法
』
、
九
三
頁
よ
り
引
用
。
『
孔
子
家
語
』
の
資
料
性
に
つ
い
て
は
宇
野
茂
彦
「
孔
子
家
語
解
題
」
（
宇
野

精
一
「
孔
子
家
語
』
明
治
書
院
、
二
O
O
四
）
に
詳
し
い
。

（
お
）
田
能
村
は
、
「
刑
法
ノ
始
メ
テ
生
シ
タ
ル
ハ
、
蓋
シ
舜
帝
ノ
時
代
ニ
在
リ
」
と
し
て
、
中
国
律
令
法
は
、
舜
帝
が
皐
陶
に
命
じ
て
制

定
し
た
刑
法
に
始
ま
る
と
規
定
し
、
そ
の
こ
と
は
「
決
シ
テ
動
カ
ス
可
カ
ラ
サ
ル
鉄
案
ナ
ル
ヲ
信
ス
」
と
断
じ
て
い
る
（
前
掲
『
世
界
最

古
の
刑
法
』
、
一
O
頁
以
下
参
照
の
こ
ど
）
。

（
幻
）
前
掲
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
、
二
O
O

頁
以
下
参
照
の
こ
と
。

（
お
）
V
5
2
円
、
。
m
m
o
（
一
八
一
五1

一
八
九
七
）
。
宣
教
師
を
経
て
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
初
代
中
国
学
教
授
と
な
る
。
『
論
語
』
や

『
荘
子
』
の
英
訳
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
で
著
名
。

（
ぬ
）
E
2
5
C

日
伊
丹
件
。
（
一
八
一
一
一
一
一
，

g
e
t－
，
一
九O
一
二
）
。
同
書
に
は
、
ラ
フ
ィ
ッ
ト
は
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
、
オ
1

ギ
ユ
ス
ト
・
コ
ン
ト

の
弟
子
で
あ
る
と
の
紹
介
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
当
時
、
ア
ベ
ル
・
レ
ミ
ユ
ザ
を
皮
切
り
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
中
国
学
が
隆
盛
を
誇
っ
て
い

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
研
究
成
果
の
一
環
か
と
思
わ
れ
る
。
回
能
村
が
引
用
し
て
い
る
の
は
ラ
フ
ィ
ッ
ト
『
支
那
文
明
論
』

で
あ
る
。
田
能
村
が
拠
っ
た
訳
本
（
蒲
生
仙
訳
、
び
え
る
・
ら
ひ
っ
と
『
支
那
文
明
論
』
（
山
中
市
兵
衛
（
巻
ノ
二
、
山
中
喜
太
郎
（
巻

ノ
二
）
、
一
八
八
一
）
）
に
拠
れ
ば
、
原
題
は
まc
t
E
ω忠
吉
ロ
品
。
z
n
F
百
九
と
あ
る
。

（
刊
）
註
（
担
）
で
指
摘
し
た
様
に
、
田
能
村
は
『
尚
書
』
の
偽
古
文
を
根
拠
資
料
と
し
て
い
る
た
め
、
以
下
、
本
文
中
で
『
尚
書
』
の
章
名

を
引
用
す
る
際
に
は
偽
古
文
の
章
名
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
も
の
と
す
る
。

（
但
）
』m
w
g
g
F。
m
m
o
E
n
E
ロ

2
0
0
8
巴
g

（
同
，
F
O
∞
『
。
。
同E
m
w。
吋
同
，FO図
。
。w
え
F
2
z
z
s
－
色
。
のCB
O
E
ω
）
ョ
〈o－
・ω

（
一
八
九
三
）
。
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『世界最古の刑法J 小考

（
位
）
前
掲
『
世
界
最
古
の
刑
法
」
、
五
六
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
必
）
そ
の
ほ
か
、
第
五
章
第
一
節
「
刑
の
発
達
」
の
「
各
国
の
沿
革
」
に
て
田
能
村
は
、
リ
ス
ト
『
最
近
刑
法
論
』
緒
論
第
二
章
を
引
用

と
記
し
て
い
る
が
、
穂
積
『
復
讐
と
法
律
』
に
お
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
論
展
開
が
見
ら
れ
る
。

（
必
）
前
掲
「
世
界
最
古
の
刑
法
』
、
九
三
頁
以
下
参
照
の
こ
と
。

（
必
）
前
掲
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
、
九
五
頁
以
下
参
照
の
こ
と
。

（
必
）
前
掲
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
、
二
一
四
頁
以
下
参
照
の
こ
と
。

（
幻
）
前
掲
『
世
界
最
古
の
刑
法
」
、
一
七
四
頁
以
下
参
照
の
こ
と
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
「
流
刑
」
の
字
義
を
確
定
す
る
の
に
パ
ビ
ロ
ン
の
ハ

ン
ム
ラ
ピ
法
典
や
古
代
イ
ン
ド
の
マ
ヌ
法
典
な
ど
を
引
い
て
い
る
。

（
必
）
前
掲
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
、
二
一
七
頁
参
照
の
こ
と
。

（
却
）
前
掲
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
、
七
七
頁
よ
り
引
用

（
卯
）
前
掲
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
、
一
二
五
頁
よ
り
引
用
。

（
日
）
前
掲
「
世
界
最
古
の
刑
法
』
、
四
頁
よ
り
引
用
。

（
回
）
前
掲
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
、
五
頁
よ
り
引
用
。

（
日
）
岡
田
朝
太
郎
（
一
八
六
八
1

一
九
三
六
）
に
関
し
て
は
、
略
歴
に
つ
い
て
は
井
関
九
郎
「
大
日
本
紳
士
録
」
第
一
巻
・
法
学
博
士
及

薬
学
博
士
（
一
九
二
一
）
及
び
牧
野
栄
一
「
岡
田
朝
太
郎
先
生
の
永
逝
」
（
「
法
学
協
会
雑
誌
』
五
四
｜
一
二
、
一
九
三
六
）
を
、
そ
の
刑

法
理
論
に
つ
い
て
は
小
林
好
信
「
岡
田
朝
太
郎
の
刑
法
理
論
」
（
『
法
律
時
報
」
五
一
ー
ー
八
・
九
、
一
九
八
九
）
及
び
吉
川
経
夫
他
編
著

『
刑
法
理
論
誌
の
総
合
的
研
究
』
（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
四
）
を
、
中
国
に
お
け
る
法
典
編
纂
事
業
に
参
画
し
た
過
程
に
つ
い
て
は
前
掲

註
（
日
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
日
）
「
岡
田
博
士
、
本
書
ノ
研
究
、
起
草
及
印
行
ニ
就
テ
、
種
々
指
導
ト
便
宜
ト
ヲ
与
ヘ
ラ
レ
、
同
博
士
、
穂
積
、
戸
水
、
鵜
淳
、
及
岸

本
ノ
五
先
生
、
共
ニ
寸
陰
扶
壁
ノ
時
間
ヲ
割
キ
テ
、
厳
正
精
密
ナ
ル
校
閲
是
政
ヲ
与
ヘ
ラ
レ
、
其
他
四
五
ノ
前
輩
諸
君
、
亦
幾
多
ノ
教
示

ト
材
料
ト
ヲ
与
ヘ
ラ
ル
、
議
ニ
特
書
シ
テ
、
侃
枕
感
謝
ノ
意
ヲ
致
ス
」
（
前
掲
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
、
「
発
凡
」
よ
り
引
用
）
。
『
世
界
最

古
の
刑
法
』
出
版
後
も
、
鵜
津
が
評
を
寄
せ
て
い
る
し
（
鵜
津
聡
明
「
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
を
評
す
」
（
『
明
治
法
学
』
六
八
・
七O

、

一
九
O
四
）
、
そ
の
ほ
か
に
も
「
東
京
両
京
大
学
の
諸
碩
学
を
始
め
、
諸
先
輩
知
友
の
批
評
を
与
へ
ら
れ
し
も
の
頗
る
多
く
」
、
と
あ
り
、
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田
能
村
の
も
と
に
は
多
く
の
反
響
が
寄
せ
ら
れ
た
ら
し
い
。
特
に
、
「
織
田
（
高
）
、
勝
本
（
勘
三
郎
）
両
博
士
の
如
き
は
、
意
外
に
も
非

常
な
る
激
賞
の
意
を
与
へ
ら
れ
」
た
よ
う
で
あ
る
（
括
弧
内
筆
者
、
田
能
村
生
「
未
見
の
知
己
」
「
明
治
学
報
』
七
八
、
一
九O
四
）
よ

り
引
用
）
。

（
日
）
『
刑
事
論
集
』
は
、
岡
田
朝
太
郎
が
、
刑
法
研
究
室
の
充
実
を
図
る
た
め
、
若
い
学
生
に
刑
法
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
著
述
さ
せ
、

出
版
し
た
書
で
あ
る
。
第
一
巻
は
岩
井
尊
文
「
不
作
為
犯
』
（
一
九
O
一
二
、
第
二
巻
は
松
原
一
雄
『
過
失
論
』
（
一
九O
二
一
）
、
第
三
巻
は

岩
井
尊
文
『
民
事
詐
欺
と
刑
事
詐
欺
』
（
一
九
O
二
一
）
、
そ
し
て
第
四
巻
が
田
能
村
梅
士
「
世
界
最
古
の
刑
法
』
で
あ
る
。
本
書
の
詳
細
に

つ
い
て
は
前
掲
註
（
日
）
を
参
照
の
こ
と
。
た
だ
し
、
小
林
・
吉
川
両
氏
と
も
本
書
を
「
刑
事
論
集
』
に
加
え
て
い
な
い
。

（
日
）
前
掲
註
（
日
）
を
参
照
の
こ
と
。
岡
田
は
「
斯
ノ
知
キ
好
著
ガ
、
刑
事
論
集
ノ
一
ト
シ
テ
公
ニ
サ
ル
冶
ニ
至
リ
タ
ル
ハ
、
斯
学
ノ
為
ニ

真
ニ
慶
賀
ス
ル
ニ
堪
エ
タ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
（
前
掲
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
岡
田
朝
太
郎
序
）
。
ち
な
み
に
岡
田
は
当
時
講
師
を
担
当

し
て
い
た
法
政
大
学
に
同
書
を
寄
贈
し
て
い
る
（
法
政
大
学
『
法
政
史
林
』
五
四
、
一
九

O
四
）
。

（
町
）
前
掲
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
岡
田
朝
太
郎
の
序
よ
り
引
用
。

（
回
）
「
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
は
、
諸
新
聞
雑
誌
の
批
評
に
於
て
非
常
に
賞
賛
せ
る
の
み
な
ら
す
、
岡
田
博
士
の
如
き
は
該
書
起
草
中
よ
り
、

著
者
に
勧
む
る
に
欧
文
に
翻
訳
し
、
欧
州
に
於
て
出
版
せ
ん
こ
と
を
以
て
せ
ら
れ
、
現
に
之
を
其
の
序
文
中
に
も
明
記
せ
ら
れ
し
程
」

（
前
掲
「
『
世
界
最
古
の
刑
法
」
の
仏
訳
」
よ
り
引
用
）
。

（
日
）
『
明
治
法
学
』
号
外
／
夏
期
巡
遊
録
（
一
九
O
O

）
の
「
新
学
年
の
携
任
講
師
」
に
岡
田
朝
太
郎
の
名
前
が
み
え
る
。
同
号
に
は
岡

田
朝
太
郎
ら
新
任
講
師
の
歓
迎
会
の
記
事
も
み
ら
れ
る
。
明
治
法
律
学
校
（
明
治
大
学
）
に
お
い
て
は
主
に
、
刑
法
総
論
を
担
当
し
た
。

（ω
）
岡
田
と
田
能
村
は
明
治
法
律
学
校
（
明
治
大
学
）
で
の
事
業
に
止
ま
ら
ず
、
お
互
い
の
共
通
の
趣
味
で
あ
っ
た
狂
歌
（
へ
な
ぶ
り
）

の
世
界
で
も
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
。
岡
田
自
身
、
狂
歌
に
対
す
る
造
詣
が
深
く
、
又
「
三
面
子
」
の
号
で
自
ら
も
良
く
狂
歌
を
作
り
、

狂
歌
に
関
す
る
様
々
な
論
考
を
著
し
て
い
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
脇
屋
川
柳
「
岡
田
三
面
子
と
古
川
柳
研
究
」
（
「
川
柳
学
』
二
川
、
二

O
O
六
）
を
参
照
の
こ
と
）
。
実
際
、
田
能
村
が
始
め
た
「
へ
な
ぶ
り
」
と
い
う
狂
歌
が
隆
盛
で
あ
っ
た
読
売
新
聞
に
、
岡
田
の
「
へ
な

ぶ
り
」
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
し
（
読
売
新
聞
一
九
O
四
年
二
一
月
一
八
日
「
へ
な
ぶ
り
」
欄
）
、
読
売
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
「
へ

な
ぶ
り
」
を
纏
め
た
『
へ
な
ぶ
り
』
第
一
輯
を
田
能
村
が
岡
田
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、
返
礼
が
来
た
と
い
う
記
述
も
あ
る
（
く
れ
が
し
「
編

輯
日
誌
」
（
読
売
新
聞
一
九
O
五
年
六
月
三
七
日
）
）
。
岡
田
と
田
能
村
は
単
な
る
明
治
大
学
の
「
同
僚
」
で
は
な
く
、
深
く
共
感
し
合
つ

504 



『世界最古の刑法』小考

た
仲
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
臼
）
岡
田
の
こ
の
序
は
、
田
能
村
の
前
掲
「
中
国
法
制
史
の
研
究
」
に
お
け
る
、
「
今
日
ま
で
の
我
邦
法
学
界
は
現
代
最
新
の
文
明
的
法

制
を
研
究
す
る
に
忙
が
し
く
し
て
比
較
的
不
急
な
る
東
洋
古
代
の
法
制
を
研
究
す
る
の
余
裕
を
存
せ
ざ
り
」
の
一
文
を
思
わ
せ
る
。

（
位
）
前
掲
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
、
九
七
頁
以
下
参
照
の
こ
と
。

（
臼
）
司E
ロ
N

〈
。
ロ
ピ
ω
N
件
（
一
八
五
一1

一
九
一
九
）
、
ド
イ
ツ
の
刑
法
学
者
。
明
治
三
三
（
一
九
O
O
）
年
に
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
岡
田

が
師
事
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
掲
註
（
臼
）
小
林
「
岡
田
朝
太
郎
の
刑
法
理
論
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
悦
）
前
掲
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
、
五
頁
以
下
を
参
照
の
こ
と
。

（
臼
）
前
掲
「
世
界
最
古
の
刑
法
』
、
一
一
三
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
侃
）
「
近
世
ノ
文
明
諸
国
ニ
於
ケ
ル
犯
罪
ニ
関
ス
ル
主
義
ハ
所
謂
客
観
主
義
ヨ
リ
漸
ク
一
種
ノ
所
謂
主
観
主
義
ニ
変
遷
シ
ッ
、
ァ
リ
、
（
中

略
）
近
時
ノ
学
説
ハ
（
中
略
）
実
害
ノ
如
何
ヨ
リ
モ
、
其
ノ
行
為
ヲ
為
シ
タ
ル
犯
人
其
人
ノ
心
理
現
象
ニ
着
眼
シ
、
此
ノ
知
キ
行
為
ヲ
為

ス
犯
人
ハ
最
モ
危
険
ナ
ル
人
物
ナ
リ
ト
シ
、
犯
人
其
人
ノ
危
険
如
何
ニ
因
リ
テ
刑
罰
ヲ
左
右
セ
ン
ト
シ
、
之
ヲ
称
、
ン
テ
主
観
主
義
ト
云
ヒ
、

此
主
義
ハ
漸
ク
各
国
ノ
立
法
例
上
ニ
顕
ハ
レ
来
ル
ヲ
見
ル
」
（
前
掲
『
世
界
最
古
の
刑
法
』
、
九
七
頁
よ
り
引
用
）
。

（
釘
）
日
本
の
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
優
越
意
識
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
之
雄
「
日
清
戦
争
前
の
中
国
・
朝
鮮
認
識
の
形
成
と
外
交

論
」
（
古
屋
哲
夫
編
『
近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
認
識
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
四
）
、
及
び
同
「
日
清
戦
争
以
後
の
中
国
・
朝

鮮
認
識
と
外
交
論
」
（
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
史
学
四
O
、
一
九
九
四
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
侃
）
当
時
の
社
会
情
勢
と
、
中
国
及
び
朝
鮮
半
島
研
究
の
性
格
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
五
井
直
弘
『
近
代
日
本
と
東
洋
史
学
』
（
青
山

書
店
、
一
九
七
六
）
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（ω
）
「
法
制
は
国
家
の
神
経
な
り
、
神
経
を
知
ら
て
し
て
人
を
解
す
可
か
ら
ず
ん
ば
、
法
制
を
知
ら
ず
し
て
国
家
を
解
す
へ
か
ら
ず
」
。

秋
皐
「
支
那
法
制
の
研
究
」
（
『
明
治
法
学
』
六
四
、
一
九
O
一
二
）
よ
り
引
用
。

（
初
）
前
掲
「
中
国
法
制
史
の
研
究
」
よ
り
引
用
。

（
九
）
白
鳥
は
こ
の
点
に
つ
い
て
ほ
か
に
も
、
「
亜
細
亜
研
究
は
戦
後
の
一
大
事
業
な
り
」
（
『
東
亜
之
光
』
三
｜
四
、
一
九
O
八
）
に
お
い

て
当
時
の
社
会
情
勢
も
含
め
、
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
白
鳥
の
こ
の
思
想
に
は
、
当
時
、
東
京
大
学
古
典
講
習
科
漢
書
課
に
て
史
学
及
び

東
洋
哲
学
を
担
当
し
て
い
た
井
上
哲
次
郎
か
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
、
「
東
洋
史
学
の
価
値
」
（
『
法
学
協
会
雑
誌
」
二
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四
1

二
六
、
一
八
九
一
）
に
お
い
て
井
上
哲
次
郎
は
、
「
東
洋
の
歴
史
上
の
事
実
を
西
洋
人
に
明
ら
か
に
示
す
に
ハ
、
日
本
人
が
や
ら
な

け
れ
ば
、
誰
も
他
に
当
る
人
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
白
か
ら
任
じ
て
斯
の
大
事
業
を
成
し
遂
ぐ
る
事
を
今
日
姦
に
居
る
中
の
諸
君
に
翼
望
致
し

ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
は
前
掲
註
（
侃
）
五
井
『
近
代
日
本
と
東
洋
史
学
』
、
三
九
頁
以
下
を
参
照
の
こ
と
。 506 
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＜田能村梅士関連論稿目録＞

著者名 論 題 掲載誌名 号数 刊年

田能郡梅士 「試験制度改正論」 『明治法学』 33 1902 

田能郁梅士 「清国法律改定の急要」 『明治法学』 35 1902 

秋皐 「法律家と文学」 『明治法学J 50 1902 

秋皐 「更に同時代の法典あり J 『明治法学』 58 1903 

田能村生 「斬馬銅樟足下J 『明治法学』 61 1903 

回能村梅士 「支那監獄の起源」 『法学協会雑誌J 21-10 1903 

田能村梅士 「舜帝ノ刑法ニ於ケル刑ノ発達」 『明治法学』 62 1903 

秋皐 「支那法制の研究」 『明治法学』 64 1903 

秋皐 「清韓研究の団体を起こすべしJ 『読売新聞』 1904. 5. 30 

秋皐 「清韓研究」 『明治法学』 72 1904 

秋皐 「蘇小小の墓地J 『読売新聞j 1904. 10. 1 

秋皐 「みのかさ君に謝す（蘇小小の墓地に 『読売新聞』 1904.10.10 

ついて）」

田能村生 「未見の知己」 『明治学報』 78 1904 

秋皐 「孟子を読む」（八面観）（上）（下） 『読売新聞』 1905. 2. 5 ・ 6

田能村秋皐 「可し可からず（支那法制史談のー） J 『明治学報J 84 1905 

秋皐生 新古小話其のニ「孔子の尻J 『滑稽文学J 1-4 1905 

田能村秋皐 「陵遅の刑一支那刑法の一大改革・巨盗 『明治学報』 88 1905 

林爪四の鵬殺し（支那法制史談二）一」

田能村梅士 「支那重農学派の始祖」 『日本農業雑誌J 1 1905 

朴念仁 「法曹の新年J 『明治学報』 98 1906 

秋皐 「学生と清韓」 『明治学報J 104 1906 

秋皐生 「支那成文法の淵源」 『読売新聞』 1906. 7. 23 

田能村秋皐 「一角の羊」 『明治学報J 110 1907 

田能村秋皐 「東洋法制史の研究」 『明治学報J 111 1907 

秋皐生 「東洋法制史の研究j 『読売新聞J 1907. 2. 6 

秋皐 「日本人の誇大癖」 『日本』 1908 

秋皐 「時勢と学問」 『明治学報J 128 1908 

田能都梅士 「専門法律学者の弊J 『刑事法評林』 3-6 1911 

校友秋皐生 「未焚稿」 『明治学報J 29 1912 

田能村秋皐 「法律に関する漢字の解剖」 『国家及国家学J 1-2 1913 

田能村秋皐 「法律に関する漢字の解剖（続）」 『国家及国家学』 1-3 1913 
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